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野
球
を
し
て
い
た
遠
い
昔
、
大
先
輩
の
代
議
士
が
部
の
激

励
会
に
き
て「
私
は
補
欠
の
下
の
バ
ケ
ツ
だ
っ
た
」と
妙
な

激
励
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
バ
ケ
ツ
に
穴
の
開
い
た
よ
う
な

選
手
だ
っ
た
の
で
、
説
得
力
も
、
言
う
資
格
も
な
い
が
、
一

野
球
フ
ァ
ン
と
し
て
ど
う
に
も
好
き
に
な
れ
な
い
も
の
に
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ（
Ｃ
Ｓ
）が
あ
る
。

　
リ
ー
グ
優
勝
や
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
価
値
を
貶
め
る
と
い
う

の
が
Ｃ
Ｓ
批
判
の
声
の
大
半
だ
と
思
う
が
、
個
人
的
に
は
戦

う
前
か
ら
リ
ー
グ
優
勝
チ
ー
ム
が
１
勝
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
を
認
め
た
く
な
い
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
を

勝
ち
上
が
っ
た
チ
ー
ム
に「
頑
張
っ
た
ね
。
で
、
な
る
べ
く

こ
こ
で
退
散
し
て
ほ
し
い
ん
だ
」と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
ら
こ
ん
な
シ
リ
ー
ズ
は
不
要
だ
と
感
じ
る
。
た
と
え

今
年
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
勝
ち
上
が
り
日
本
シ
リ
ー
ズ
を

制
し
て
い
た
と
し
て
も
、
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。
と
、
思
う
。

　
さ
て
、
セ
・
リ
ー
グ
３
位
か
ら
の
下
克
上
を
決
め
た
横
浜

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
監
督
の
三
浦
大
輔
さ
ん
、
オ
ー
ナ

ー
の
南
場
智
子
さ
ん
を
11
月
に
迎
え
た
。
現
役
時
代「
ハ
マ

の
番
長
」と
呼
ば
れ
て
い
た
三
浦
さ
ん
に
、
Ｃ
Ｓ
批
判
な
ど

切
り
出
せ
ず
、
阪
神
フ
ァ
ン
だ
と
も
言
え
ず
、「
横
浜
市
民
で

す
」と
自
己
紹
介
し
た
。
詳
細
は
会
見
リ
ポ
ー
ト
に
任
せ
る

が
、
誤
っ
た
印
象
を
覆
す
、
実
に
気
さ
く
で
穏
や
か
な
監
督

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
記
者
会
見
で
南
場
さ
ん
か
ら
ビ
ー
ル
か

け
の
極
意
を
教
わ
る
と
は
。
聞
き
な
が
ら
、
大
リ
ー
グ
に
な

ら
っ
て
シ
ャ
ン
パ
ン
に
し
た
ら
…
…
と
頭
を
よ
ぎ
る
。い
や
、

で
も
や
は
り
ビ
ー
ル
か
け
だ
、
日
本
は
。
誤
っ
た
印
象
に
過

ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。�（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
首
脳
が
来
た

頭
の
中
、
ビ
ー
ル
か
け
を
楽
し
ん
だ

平和裏に 米ホワイトハウスでバイデン大統領（右）と握手するトランプ次期大統領
＝１１月１３日、ＡＦＰ時事
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2024年を振り返って

馬
表
明
を
受
け
て
異
例
の
９
人
に
よ
る
討

論
と
な
っ
た
。
経
済
政
策
や
安
全
保
障
な

ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で「
ポ
ス
ト
岸
田
」を

議
論
し
た
。
９
月
７
日
に
は
立
憲
民
主
党

代
表
選
の
立
候
補
者
討
論
も
開
催
、
参
加

者
数
は
１
６
２
人
で
第
４
位
だ
っ
た
。

　
総
裁
選
に
勝
っ
て
首
相
に
就
任
し
た
石

破
茂
氏
は
政
権
発
足
直
後
に
衆
院
を
解

散
、
10
月
12
日
に
７
党
党
首
に
よ
る
討
論

会
を
開
い
た
。
今
年
３
番
目
の
２
３
１
人

が
参
加
し「
政
治
と
カ
ネ
」な
ど
で
激
し

　
世
界
で
重
要
選
挙
が
相
次
い
だ「
選
挙

イ
ヤ
ー
」の
２
０
２
４
年
。
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
記
者
会
見
も「
選
挙
」が
重
要
テ

ー
マ
に
な
っ
た
。

　
今
年
の
記
者
会
見（
研
究
会
、
討
論
会

を
含
む
）の
参
加
者
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
上
位
４
番
目
ま
で
を
選
挙
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
が
占
め
た（
本
稿
執
筆
時
点
の
11
月

下
旬
）。

■
東
京
都
知
事
選
が
ト
ッ
プ
に

　
第
１
位
は
６
月
19
日
の
東
京
都
知
事
選

立
候
補
予
定
者
の
共
同
会
見（
２
７
２
人

が
参
加
）。
現
職
の
小
池
百
合
子
知
事
、

立
憲
民
主
党
の
蓮
舫
参
議
院
議
員
、
前
広

島
県
安
芸
高
田
市
長
の
石
丸
伸
二
氏
、
元

航
空
幕
僚
長
の
田
母
神
俊
雄
氏
の
４
氏
が

議
論
を
闘
わ
せ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
若

者
の
人
気
を
集
め
て
話
題
に
な
っ
た
石
丸

氏
は
当
ク
ラ
ブ
初
登
壇
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
２
６
９
人
の
第
２
位
は
９
月
14

日
の
自
民
党
総
裁
選
の
立
候
補
者
討
論
。

８
月
の
岸
田
文
雄
前
首
相
の
総
裁
選
不
出

る
の
が
一
番
良
い
」と
訴
え
た
。
こ
の
会

見
の
参
加
者
数
は
１
３
４
人
に
の
ぼ
り
年

間
で
５
位
、
選
挙
以
外
で
は
ト
ッ
プ
に
な

っ
た
。

　
１
９
６
６
年
の
静
岡
県
一
家
４
人
殺
害

事
件
で
再
審
無
罪
が
確
定
し
た
袴
田
巖
さ

ん
。
９
月
2６
日
の
地
裁
で
の
無
罪
判
決
の

４
日
後
の
９
月
30
日
に
姉
の
袴
田
ひ
で
子

さ
ん
と
弁
護
団
事
務
局
長
の
小
川
秀
世
弁

護
士
が
会
見
し
、１
１
６
人
が
参
加
し
た
。

登
壇
を
予
定
し
て
い
た
巖
さ
ん
は
体
調
不

良
で
残
念
な
が
ら
欠
席
と
な
っ
た
が
、
ひ

で
子
さ
ん
は「
涙
が
と
め
ど
な
く
出
て
、

１
時
間
ぐ
ら
い
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
無
罪
判
決
が
出
た
と
き
の
こ
と
を
振
り

返
っ
た
。

　
８
月
19
日
に
は
パ
リ
五
輪
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉
沢
恋
選
手
が

記
者
会
見
し
た
。
14
歳
で
の
登
壇
は
、
当

ク
ラ
ブ
の
最
年
少
記
録（
こ
れ
ま
で
は
２

０
１
９
年
の
囲
碁
棋
士
の
上
野
愛
咲
美
さ

ん
＝
当
時
17
歳
）を
更
新
し
た
。
14
歳
と

は
思
え
な
い
落
ち
着
い
た
受
け
答
え
に
は

驚
か
さ
れ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
誕
生
し
、
夏
に
は

参
院
選
も
予
定
さ
れ
る
２
０
２
５
年
も
、

重
要
な
記
者
会
見
が
続
き
そ
う
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
が
続

い
て
い
る
が
、
な
る
べ
く
会
場
参
加
を
増

や
す
べ
く
企
画
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

（
ふ
じ
い・あ
き
お
　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
主
幹
）

会
見
で
振
り
返
る
１
年

「
選
挙
イ
ヤ
ー
」に
熱
い
討
論

�

企
画
委
員
長
　
藤
井
　
彰
夫

い
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
最
近
は
党
首
選
や
国
政
選
挙
で
も
テ
レ

ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
様
々
な
討
論
会
が
開

か
れ
て
い
る
が
、
選
挙
戦
ス
タ
ー
ト
時
に

全
体
の
議
論
の
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
当
ク

ラ
ブ
討
論
会
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

　「
選
挙
イ
ヤ
ー
」の
ト
リ
と
も
い
え
る

11
月
の
米
大
統
領
選
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
前

大
統
領
の
返
り
咲
き
が
決
ま
っ
た
。
当
ク

ラ
ブ
で
は
３
月
か
ら「
２
０
２
４ 

米
大
統

領
選
」シ
リ
ー
ズ
を
開
始
、
11
月
５
日
の

投
票
日
ま
で
に
合
計
12
回
の
会
見
を
開
い

た
。

■
海
外
要
人
の
会
見
も
回
復

　
コ
ロ
ナ
禍
で
低
調
に
な
っ
て
い
た
来
日

し
た
海
外
要
人
の
記
者
会
見
も
復
活
し

た
。
５
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ン
ワ
ル
・

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
首
相
、
７
月
に
は
イ
ン
ド
の

ス
ブ
ラ
マ
ニ
ヤ
ム
・
ジ
ャ
イ
シ
ャ
ン
カ
ル

外
相
の
記
者
会
見
が
開
か
れ
た
。

　
６
月
に
は
、
米
映
画
で
注
目
を
集
め
た

「
原
爆
の
父
」ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
マ
ー
博
士
の
孫
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
さ
ん
が
登
壇
し
た
。
今
回

の
訪
日
で
は
祖
父
が
生
前
訪
れ
な
か
っ
た

被
爆
地
・
広
島
を
訪
れ
、
被
爆
者
ら
に
面

会
し
た
。
同
氏
は「
核
大
国
の
米
国
、
ロ

シ
ア
、
中
国
の
緊
張
緩
和
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
が
提
唱
す

インドのスブラマニヤム・ジャイシャンカル
外相の会見で司会を務める藤井企画委員長

（7月29日）
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11
月
13
日
の
理
事
会
に
、
今
年
度
上
期

の
事
業
と
決
算
、
さ
ら
に
こ
れ
に
基
づ
く

通
期
の
決
算
見
通
し
を
報
告
し
た
。

　
上
期
に
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
記
者
会
見

は
15
、
テ
ー
マ
を
設
け
た
研
究
会
が
34
、

こ
れ
に
加
え
て
二
つ
の
討
論
会
、
著
者
と

語
る
が
１
件
あ
っ
た
。
記
者
ゼ
ミ
と
記
者

研
修
会
を
加
え
た
プ
レ
ス
向
け
行
事
は
６1

回
と
、
前
年
度
に
比
べ
３
割
減
っ
た
。

　
大
き
く
減
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

昨
年
来
の「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題
、
年

頭
の
能
登
半
島
地
震
と
、
大
き
な
出
来
事

が
続
き
、
対
応
す
る
た
め
の
記
者
会
見
や

研
究
会
が
１
月
か
ら
３
月
に
集
中
し
た
。

特
に
２
月
に
は
25
の
行
事
を
実
施
し
、
人

員
不
足
と
な
っ
て
い
た
事
務
局
の
対
応
能

力
が
限
界
に
近
く
な
っ
た
。
研
究
会
等
の

数
を
少
し
抑
制
し
て
ほ
し
い
と
、
３
月
に

事
務
局
側
か
ら
企
画
委
員
会
に
要
請
し

た
。こ
の
ブ
レ
ー
キ
が
か
な
り
強
く
き
き
、

会
見
数
減
少
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
記
者
の
参
加
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て
平
均
約
82
人
だ
っ
た
。
昨
年
度
上

期
よ
り
少
し
減
っ
た
が
、
目
標
に
掲
げ
て

き
た
80
人
は
超
え
て
い
る
。
６
月
19
日
に

あ
っ
た
東
京
都
知
事
選
の
立
候
補
予
定
者

の
共
同
記
者
会
見
に
２
７
２
人
が
集
ま
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
記
者
会
見
と
研
究
会

を
分
け
る
と
、
こ
の
都
知
事
選
を
含
ま
な

い
記
者
会
見
の
平
均
参
加
者
は
84
人
、
研

究
会
は
7６
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
会
場
参
加

率
は
記
者
会
見
が
44
％
、
研
究
会
33
％
だ

っ
た
。
全
体
の
参
加
者
、
会
場
の
参
加
者

を
増
や
す
た
め
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
者

会
見
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

　
記
者
会
見
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、
立

憲
民
主
党
代
表
選
立
候
補
者
と
自
民
党
総

裁
選
立
候
補
者
の
討
論
会
も
そ
れ
ぞ
れ
１

６
２
人
と
２
６
９
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

一
方
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
再
生
数
を
み

る
と
、
昨
年
始
め
た
研
究
会「
中
国
で
何

が
起
き
て
い
る
の
か
」シ
リ
ー
ズ
へ
の
関

心
が
高
く
、
昨
年
、
今
年
、
今
年
度
と
も

別
の
ゲ
ス
ト
の
回
が
視
聴
数
１
位
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
年
度
の
記
者
研
修
会
は
災
害
報
道
を

テ
ー
マ
に
８
月
に
開
き
、
台
風
が
九
州
に

上
陸
す
る
な
か
約
90
人
が
参
加
し
た
。
記

者
が
記
者
に
教
え
る
形
を
と
る
記
者
ゼ
ミ

も
、「
調
査
報
道
」「
Ｉ
Ｔ
講
座
」で
続
け

て
い
る
。
一
方
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
注
目

を
集
め
る
中
、
新
た
に
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会（
Ｊ
Ｎ
Ｓ
Ａ
）と

協
力
し
て「
サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
」を
始

め
た
。
年
３
、
４
回
開
催
し
、
記
者
の
知

識
と
専
門
家
人
脈
の
構
築
に
役
立
て
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

は
共
同
通
信
社
客
員
論
説
委
員
の
後
藤
謙

次
さ
ん
に
、
特
別
賞
は
北
海
道
放
送
ヤ
ジ

排
除
取
材
班
と
、
テ
レ
ビ
静
岡「
イ
ー
ち

ゃ
ん
の
白
い
杖
」取
材
班
に
贈
ら
れ
た
。

上
期
決
算
は
４
７
８
万
円
赤
字 

通
期
予
算
の
赤
字
は
圧
縮
方
向

　
上
期
の
決
算
は
経
常
収
益
が
約
１
億
６

８
５
０
万
円
、
経
常
費
用
が
約
１
億
７
３

２
８
万
円
で
約
４
７
８
万
円
の
赤
字
と
な

っ
た
。
上
期
決
算
を
も
と
に
し
た
通
期
の

決
算
で
は
約
７
６
１
万
円
の
赤
字
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
２
０
２
４
年
度
は
２
０
０
０
万
円
近
い

赤
字
予
算
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
予

算
に
比
べ
れ
ば
約
１
２
２
４
万
円
の
赤
字

縮
小
と
な
る
。
10
月
か
ら
貸
室
の
賃
料
を

10
％
値
上
げ
し
た
こ
と
が
下
期
の
事
業
収

益
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る

か
ら
だ
。
新
た
に
職
員
１
人
を
採
用
し
た

も
の
の
、
時
期
が
予
定
よ
り
も
遅
れ
た
た

め
、
人
件
費
が
想
定
し
た
よ
り
少
な
く
な

る
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
。
た
だ
、

赤
字
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

今
後
も
収
支
改
善
の
努
力
を
続
け
る
。

上
期
、
プ
レ
ス
向
け
行
事
３
割
減

会
見
の
参
加
者
は
平
均
82
人
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気候変動・災害の 本

災害報道の歴史を振り返るとき
「原点」は関東大震災であり、膨
大な誤報が「朝鮮人虐殺」事件を
助長した事実から目を背けること
はできない。歴史学での評価は定
まっているこの事件を否定する論
調が近年拡散し、権威ある大学の
教授の論文（後に改訂）にまで行きついた。論文を
検証した著者は論拠が当時の新聞の誤報にあること
を示し「記事を新聞の側が総括することなく放置し
てきたことがこのような主張を生み出す原因となっ
た」と結論づける。過酷な取材の過程で生じた誤報
の検証とともにメディア環境が激変した今日に照ら
し教訓に向き合おうとする姿勢にも学ばされる。
日本放送協会解説委員　松本　浩司

Grande、Tall、Shortといえば、
大手コーヒーチェーンのサイズで
おなじみだが、この本のエッセー
も行数に応じて 3 サイズが用意さ
れている。防災にまつわる豊富な
メニューは、いずれもお代わりし
たくなる味わいだ。防災対策は大事かと聞くと、誰
もが大事と答える。だが、実践している人は一部に
とどまるだろう。いつ役に立つか分からない防災対
策は、後回しになりがちだ。この本では災害に対す
る人間心理や社会の反応に焦点を当て、防災意識と
行動のギャップを埋めるアイデアと方法が提供され
る。同じ著者の『天地海人―防災・減災えっせい辞
典』（ナカニシヤ出版）という姉妹本もお薦めしたい。
河北新報社防災・教育室部長兼論説委員　須藤　宣毅

東日本大震災発生の翌年に刊行
されたこの書を、時折無性に読み
返したくなる。

行政主導で進んだ日本の防災
は、その副作用として、過剰なま
での行政依存・情報依存をもたら
した。その結果、住民は自分の命
や安全を他者（おもに行政）に委ねる「災害過保護」
の状態にある。自らの命を守ることに主体的であれ、
という至極真っ当なメッセージが胸に突き刺さるの
は、私自身も「過保護」の影響下にあるからだろう。

著者は言う。「人為的に高める安全性は、人間の
脆弱性をも高める」と。災害に、一人の人間として
どう向き合うのか。その姿勢を確認したくなるたび、
私はこの書を手に取る。
ＴＢＳテレビ報道局解説委員（災害担当）　福島　隆史

東北は「マンザイラク」、京都
は「ヨナオシ」、高知では「カアカ
ア」―。地震の仕組みが未解明だ
った昔、人々は地面が揺れるたび
に鎮まるのを願ってこんな言葉を
唱えた。高知県出身の民俗学者、
常光徹さんは各地に伝わる唱え文
句を紹介し、由来を考察する。カアカアは津波など
に備えて「川」を見ろという意味だったとし、さら
に、カラスが鳴くと地震がやむという東北の言い伝
えから鳴きまねをした可能性にも触れる。実際、昭
和南海地震でお年寄りが「コッコッ」と唱えていた
という証言にも取材で出合った。唱え文句は庶民の
想像力であり、警句でもあったようで興味深い。
高知新聞社報道部　山崎　彩加

過去の災害を後世に伝える「自
然災害伝承碑」の地図記号が制定
されて今年で 5 年。先人の教訓を
少しでも防災報道に生かしたいと
思う中、今年は南海トラフ地震が
話題になりました。そこで西日本
エリアの過去の災害を深く学ぼう
と思っていたところ出会ったのがこの本です。大阪
を中心とした古地図を題材に、過去の南海トラフ地
震をはじめ、大地震や大火災、水害などの被害の実
態が細かく書かれています。古地図からは災害と復
興の繰り返しを生き延びてきた先人たちの思いがつ
まっており、災害に向き合うヒントが隠されている
気がします。
日本テレビ報道局社会部デスク　災害・航空担当　中濱　弘道

『関東大震災「虐殺否定」の真相　ハーバー
ド大学教授の論拠を検証する』（渡辺延志著 筑摩書房）

『防災心理学入門　豪雨・地震・津波に備える』
（矢守克也著　ナカニシヤ出版）

『人が死なない防災』（片田敏孝著　集英社）

『魔除けの民俗学　家・道具・災害の俗信』
（常光徹著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

『古地図が語る大災害　絵図・瓦版で読み解
く大地震・津波・大火の記憶』（本渡章著　創元社）

気象予報士である著者が、南極
の氷床コアや湖沼の堆積物などに
保存されたデータを基に、気候変
動が人類の歴史にどのような影響
を及ぼしてきたのかを考察する。
人類は過去に何度も太陽活動の低
下や火山の噴火による寒冷化に襲
われ、それに伴う飢饉や民族移動を経験した。例え
ば ６ 世紀に起きた気候異変は各地に混乱をもたら
し、東ローマ帝国の衰退や日本での仏教の普及につ
ながった可能性があるという。大気中の二酸化炭素
濃度上昇に起因する現代の地球温暖化にも、目を背
けずに対処しなければならないと、改めて認識させ
てくれる。
共同通信社科学部長　池内　孝夫

『気候文明史　世界を変えた ８ 万年の攻防』
（田家康著　日本経済新聞出版　現・日経ＢＰマーケティング）
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私 のおすすめ本　2024

世界の気温がまた史上最高を更
新しそうだ。人類は最悪のシナリ
オに向かって突き進んでいるよう
にみえる。科学を無視すれば心は
穏やかだが、我に返ると絶望感に
襲われる。本が書かれた 5年前、
気候科学者は「気候変動によるリアルな未来図を提
示した警告の書」と評した。読み返すと、指摘がこ
とごとく当たっていて予言の書だと思う。
当時、米国はパリ協定から離脱していたが、その
後、若者が抗議の声を上げ、米国もパリ協定に復帰
するなどいい動きもあった。だが、それもつかの間、
世界では戦火が相次ぎ、米国にはトランプ大統領が
戻ってくる。
朝日新聞社編集委員　石井　徹

地球温暖化で、熱波などの被害
がこれ以上深刻化するのは避けた
い。でも、冬が暖かくなり雪害が
発生しなくなるのなら――。とこ
ろが事はそう単純ではないとい
う。
著者は、個々の気象現象に温暖化がどれほど影響
したかを定量的に分析する「イベント・アトリビュ
ーション（ＥＡ）」研究をけん引する科学者の一人
だ。本書はＥＡも含め、「温暖化も悪くない」と誤
解しないために必要な最低限の知識を提供してくれ
る。ＥＡは我々が既に気候危機の真っただ中にある
ことを教えてくれる貴重な「ツール」だ。今後も著
者の研究に注目し、日々の報道に生かしていきたい。
毎日新聞社くらし科学環境部副部長　大場　あい

取材では、気候変動問題に取り
組む人にも、関心を持たない人に
も出会う。その意識の差に戸惑う
こともあるが、世界レベルで進む
地球温暖化をイメージし、「自分
事」として受け止める難しさも一
因だろう。
この本は小中学生などに向けた図鑑だ。イラスト
や地図がふんだんに盛り込まれているので、気候変
動で何が起きているのか、視覚的・直感的に捉えや
すい。衣服が生産・流通・消費・処分されるたびに、
どれだけの温室効果ガスが排出されるのか――。そ
の量を眺めるだけでも、地球温暖化が少し身近に感
じられるのではないか。
読売新聞社科学部　天沢　正裕

気候変動はもはや科学の問題で
はなく、国益をかけた国と国のぶ
つかり合いである。その現実を米
国や欧州連合（ＥＵ）、中国など
の環境・エネルギー政策、競争政
策の分析を通して鮮やかに描いて
見せる。温暖化対策を巡る国際交
渉は南北対立、米中対立などと切り離せない。ロシ
アによるウクライナ侵略が、脱炭素への道のりをさ
らに険しくしている。利害が複雑に絡み合うなか、
日本の政策はどうあるべきか、考えるヒントを与え
てくれる。執筆は米大統領選前だが、温暖化対策に
背を向けるトランプ氏が勝利した場合も予期しつつ
議論を展開している点も興味深い。
日本経済新聞社編集委員　安藤　淳

『地球に住めなくなる日　「気候崩壊」の避け
られない真実』（デイビッド・W・ウェルズ著　ＮＨＫ出版）

『地球温暖化で雪は減るのか増えるのか
問題』（川瀬宏明著　ベレ出版）

『地球があぶない！ 地図で見る気候変動
の図鑑』（ダン・フッカー著　創元社）

『グリーン戦争　気候変動の国際政治』
（上野貴弘著　中央公論新社）

本書は、国連気候変動枠組み条
約の締約国会議（ＣＯＰ）にたび
たび参加している著者が、脱炭素
に向けた各国の動きを分かりやす
く解説した労作だ。折しも米国で
は気候変動対策に後ろ向きなトラ
ンプ氏が次期大統領となり、欧州議会選でも右派が
伸長。著者が〝先鋭的〟と表現する近年の先進国で
の動きは、曲がり角に差し掛かっている。
人類共通の課題でも国益を念頭に置く世界各国の
駆け引きは、まさに「戦争」だ。脱炭素関連での供
給網を握る中国も相手となる。負け戦としないため
のしたたかさが、日本には不可欠だと思い知らされ
るだろう。
産経新聞社社会部科学報道室　小野　晋史

『グリーン戦争　気候変動の国際政治』
（上野貴弘著　中央公論新社）

12月号恒例のおすすめ本特集。今年は「気候
変動・自然災害」を担当する記者11人に、おす
すめの 1冊を選んでいただきました。

担当記者が選ぶ １冊

気候変動/自然災害
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今月のクラブゲス ト

三
み

浦
うら

 大
だい

輔
すけ

さん 横浜DeNAベイスターズ監督

南
なん

場
ば

 智
とも

子
こ

さん ディー・エヌ・エー代表取締役会長

■11・11／出席：会60人、オ45人／司会：沢田啓太郎委員

「日本の死刑制度について考える懇話会」
井
い

田
だ

 良
まこと

さん 座長（中央大学大学院教授、前法制審議会会長）      

笹
ささ

倉
くら

 香
か

奈
な

さん 座長代行（甲南大学法学部教授）

片
かた

山
やま

 徒
ただ

有
あり

さん 委員（「被害者と司法を考える会」代表）

神
こう

津
づ

 里
り

季
き

生
お

さん 委員（前連合会長）

中
なか

本
もと

 和
かず

洋
ひろ

さん 委員（元日本弁護士連合会会長）

川
かわ

村
むら

 百
ゆ

合
り

さん 事務局長（ゆり綜合法律事務所弁護士）

■11・13／出席：会28人、オ38人／司会：井田香奈子委員

西
にし

山
やま

 隆
たか

行
ゆき

さん 成蹊大学教授

　「大統領選挙で誰が当選するか
を予測するのは困難だが、選挙後に
混乱が発生し、分断がさらに進行す
るであろうことは想像できる」「大
統領選挙は米国民の分断を鮮明に
するイベントだ」「二大政党ともに
内部に対立を抱え、両者とも必ずし
も強くない、むしろ弱い候補だ」

■11・１／出席：会16人、オ46人／「2024 米大統領選」⑫／
司会：杉田弘毅委員

関
かん

 志
し

雄
ゆう

さん 野村資本市場研究所シニアフェロー

　「中国では需要不足による景気
後退と供給側の制約による潜在成
長率の低下が同時進行中だ」「需要
不足には経済対策の発動、供給側
の制約には革新的技術主導の『新
質生産力』の推進などの対策がと
られる。中長期的経済発展持続の
ためには政治改革も必要だ」

■11・11／出席：会25人、オ43人／「中国で何が起きている
のか」㉑／司会：高橋哲史委員

林
はやし

 伴
とも

子
こ

さん 内閣府政策統括官

　「若年女性が大都市圏に流出し、
一部地域で未婚者の男女比の不均
衡が存在。地方での少子化にも関
係している」「東京圏は女性の賃金
水準が高く、男女間賃金格差も小
さい」「地域経済の存続に向けて、
若い女性が暮らしたいと思える場
所になるかが重要だ」

■11・18／出席：会16人、オ34人／「家族の変容と日本経済」
／司会：小林伸年委員

関
せき

谷
や

 直
なお

也
や

さん 東京大学大学院教授

　「南海トラフ地震臨時情報は確
率情報であることが理解されてい
ない。『予知』ではなく統計に基
づく情報だということを明確に伝
えるべきだ」「地域や自治体、関連
企業でどう対応するか事前協議が
必要だ」「『巨大地震警戒』もこれ
を踏まえて再度議論すべきだ」

■11・25／出席：会15人、オ38人／「巨大地震を考える」⑤
／司会：行方史郎委員

増
ます

田
だ

 雅
まさ

之
ゆき

さん 防衛研究所中国研究室長

　「中国はトランプ次期大統領が
どういう手を打つか不安を持って
眺めている。不安感が高まった一
つの要因は昨年来の北朝鮮とロシ
アの接近。３国の連携が深まり
『陣営化』の枠組みが浮きあがるこ
とは避けたい、というのが中国で
の議論の中心テーマになっている」

■11・27／出席：会30人、オ54人／「中国で何が起きている
のか」㉒／司会：高橋哲史委員

＊�下記のゲストの会見リポートは７～９ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

N
ニダル

idal Y
ヤヒヤー

EHYAさん 駐日レバノン大使

■11・１／出席：会21人、オ28人／司会：出川展恒委員／通
訳：池田薫さん

佐
さ

藤
とう

 健
けん

さん 情報・システム研究機構人工知能法学研究支援センター長              

■11・14／出席：会15人、オ35人／「生成AI」④／司会：倉
澤治雄委員

西
にし

村
むら

 卓
たく

也
や

さん 京都大学防災研究所教授

■11・15／出席：会19人、オ33人／「巨大地震を考える」④
／司会：行方史郎委員

石
いし

渡
わたり

 明
あきら

さん 前原子力規制委員会委員

■11・18／出席：会33人、オ39人／司会：行方史郎委員

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36856/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36865/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36855/report
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ニ
ダ
ル
・
ヤ
ヒ
ヤ
ー
　

駐
日
レ
バ
ノ
ン
大
使

11月１日

ヒ
ズ
ボ
ラ
は
抵
抗
運
動
の
中
核

三
浦
　
大
輔
　
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
監
督

南
場
　
智
子
　
デ
ィ
ー・エ
ヌ・エ
ー

代
表
取
締
役
会
長

11月11日

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
自
撮
り
の
関
係

ラ
ン
指
導
の
下
、ヒ
ズ
ボ
ラ
が
生
ま
れ
た
。

「
撤
退
を
求
め
る
国
連
決
議
を
守
ら
な
い

イ
ス
ラ
エ
ル
と
戦
う
た
め
抵
抗
運
動
が
組

織
さ
れ
た
。今
で
は
ヒ
ズ
ボ
ラ
が
中
核
で
、

レ
バ
ノ
ン
政
府
は
抵
抗
運
動
を
承
認
し
て

い
る
」と
ヤ
ヒ
ヤ
―
氏
は
言
う
。「
ヒ
ズ

ボ
ラ
は
レ
バ
ノ
ン
の
一
部
だ
」

　
個
人
的
な
話
に
な
る
が
、
２
０
２
２
年

に
レ
バ
ノ
ン
の
首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
で
、
幼

少
期
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
親
族
を
殺
害
さ

れ
た
40
代
女
性
に
出
会
っ
た
。
女
性
は
レ

バ
ノ
ン
南
部
で
１
９
９
３
年
、
空
き
地
で

遊
ん
で
い
た
と
き
に
、
い
と
こ
と
共
に
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
の
砲
撃
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

い
う
。
自
分
の
腕
の
中
で
１
歳
年
下
の
い

と
こ
が
息
を
引
き
取
っ
た
と
振
り
返
り
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
許
す
こ
と
は
な
い
」と
語

っ
た
。
こ
う
し
た
憎
し
み
が
多
く
の
レ
バ

ノ
ン
国
民
に
共
有
さ
れ
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
支
持

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
側
か
ら
す
れ
ば
、
ヒ
ズ
ボ

ラ
は「
テ
ロ
組
織
」で
、
壊
滅
す
べ
き
存

在
だ
。
だ
が
、
戦
線
拡
大
は
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
憎
し
み
の
拡
散
を
意
味
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の「
安
全
」が
遠
の
く
の
も
ま
た
事

実
だ
ろ
う
。「
抵
抗
運
動
の
担
い
手
は
レ

バ
ノ
ン
南
部
の
市
民
だ
」。
ヤ
ヒ
ヤ
ー
氏

が
指
摘
し
た
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
実
情
は
、
戦
闘

長
期
化
が
さ
ら
な
る「
報
復
の
連
鎖
」に
つ

な
が
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

共
同
通
信
社
外
信
部
　
平
野
　
雄
吾

っ
た
。
今
回
の
プ
レ
ー
オ
フ
は
全
試
合
、

球
場
で
観
戦
。
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
愛
あ
ふ
れ

る
姿
に
、
フ
ァ
ン
の
間
で
は「
南
場
マ
マ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
記
者
ク
ラ

ブ
か
ら
の
贈
呈
品
で
あ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

渡
さ
れ
る
と
、「
早
速
使
っ
て
い
い
か
し

ら
」と
箱
か
ら
取
り
出
し
た
。「
南
場
マ

マ
」と
慕
わ
れ
る
理
由
が
分
か
る
よ
う
な

気
が
し
た
。

　
三
浦
監
督
は
、
ビ
シ
ッ
と
決
め
た
リ
ー

ゼ
ン
ト
と
は
対
照
的
に
、
物
腰
が
柔
ら
か

い
。
試
合
中
の
穏
や
か
な
表
情
が
印
象
的

だ
が
、「
内
心
は
違
い
ま
す
。
日
本
シ
リ

ー
ズ
で
も
ド
キ
ド
キ
し
っ
ぱ
な
し
で
し

た
」と
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
強
調
し
て
い
た
の
が
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ

フ
の
力
。「
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
に
徹
し
て

く
れ
ま
し
た
し
、
そ
の
案
で
行
こ
う
と
い

う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」。
偉
ぶ
ら

ず
、
聞
く
耳
を
持
ち
、
誰
と
も
本
音
で
ぶ

つ
か
る
。
令
和
の
時
代
に
沿
っ
た
、
監
督

像
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
会
見
終
了
後
の
こ
と
。
演
壇
を
バ
ッ
ク

に
、
三
浦
監
督
が
南
場
オ
ー
ナ
ー
と
の
ツ

ー
シ
ョ
ッ
ト
を
自
撮
り
し
て
い
た
。
40
年

近
く
プ
ロ
野
球
界
を
眺
め
て
き
た
が
、
こ

こ
ま
で
自
然
で
、
フ
ラ
ッ
ト
な
オ
ー
ナ
ー

と
監
督
の
関
係
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
新

し
い
風
を
確
か
に
感
じ
た
。

企
画
委
員
　
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
編
集
委
員

�

沢
田
　
啓
太
郎

ん
は
撤
退
し
た

が
、
１
９
８
２

年
か
ら
本
格
侵

攻
を
開
始
し
、

２
０
０
０
年
ま

で
レ
バ
ノ
ン
南

部
を
占
領
し
た

過
去
が
あ
る
。

そ
の
過
程
で
80

年
代
初
頭
、
イ

　
南
場
智
子
オ

ー
ナ
ー
は
、
白

の
ス
ー
ツ
の
下

に
鮮
や
か
な
ブ

ル
ー
の
イ
ン
ナ

ー
を
着
て
、
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
カ

ラ
ー
の
バ
ッ
グ

を
持
っ
て
控
室

に
現
れ
た
。
到

着
す
る
な
り
、
三
浦
大
輔
監
督
に「
も
う

疲
れ
は
取
れ
た
？
　
少
し
は
落
ち
着
い

た
？
」と
優
し
く
声
を
か
け
て
い
た
。

　
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
６
戦
で
は
、
横
浜

ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
り
き
れ
な
い
フ
ァ
ン
が

球
場
周
辺
に
大
勢
集
ま
っ
た
。
南
場
オ
ー

ナ
ー
は
そ
の
様
子
を
見
て
、
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
ず
、
球
場
の
外
に
飛
び
出
し

た
と
い
う
。

　「
フ
ァ
ン
の
方
々
に
少
し
で
も
感
謝
の

気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
く
て
。
５
回
裏
に

７
点
取
っ
て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ
な
ら
大

丈
夫
と
思
っ
て
、
球
場
の
外
を
歩
き
ま
し

た
」

　
南
場
オ
ー
ナ
ー
に
気
づ
い
た
フ
ァ
ン
か

ら
は「
南
場
マ
マ
だ
！
」と
歓
声
が
上
が

　
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
レ
バ
ノ
ン
地
上
侵
攻

を
開
始
し
て
１
カ
月
以
上
が
経
過
し
た
。

軍
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
の
イ
ス
ラ

ム
組
織
ハ
マ
ス
と
共
闘
す
る
親
イ
ラ
ン
民

兵
組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
国
境
地
帯
か
ら
の
掃

討
を
掲
げ
戦
線
を
拡
大
、
昨
年
10
月
以
降

の
レ
バ
ノ
ン
側
死
者
は
３
千
人
を
超
え

た
。
駐
日
レ
バ
ノ
ン
大
使
の
ニ
ダ
ル
・
ヤ

ヒ
ヤ
ー
氏
は
記
者
会
見
で「
未
曽
有
の
人

道
危
機
だ
」と
強
調
、
日
本
政
府
を
は
じ

め
国
際
社
会
に
軍
の
即
時
撤
退
実
現
に
協

力
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
ヤ
ヒ
ヤ
―
氏
が
強
調
し
た
の
は
、
ヒ
ズ

ボ
ラ
が
誕
生
し
た
歴
史
的
経
緯
だ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
１
９
７
８
年
に
レ
バ
ノ

ン
南
部
の
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構（
Ｐ
Ｌ

Ｏ
）掃
討
を
目
的
に
地
上
侵
攻
、
い
っ
た
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「
日
本
の
死
刑
制
度
に
つ
い
て

考
え
る
懇
話
会
」

11月13日

制
度
検
討
の
会
議
体
を
提
言

「
生
成
Ａ
Ｉ
」④

佐
藤
　
健
　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
人
工
知
能
法
学
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
長

11月14日

「
法
律
と
Ａ
Ｉ
」
二
刀
流
育
成
を

　
同
懇
話
会
は
日
弁
連
の
呼
び
か
け
で
今

年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
。
確
定
死
刑
囚
だ

っ
た
袴
田
巖
さ
ん
の「
再
審
無
罪
」が
確

定
し
た
ば
か
り
だ
。
戦
後
５
件
目
の
死
刑

台
か
ら
の
帰
還
だ
っ
た
。
神
な
ら
ぬ
人
が

行
う
裁
判
に
は
誤
判
、「
無む

辜こ

の
処
刑
」

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
死
刑
事
件
ば
か
り
で
な
く
、
絶
え
な
い

冤
罪
事
件
を
受
け
て
、
日
弁
連
は
２
０
１

６
年
に「
死
刑
廃
止
」を
掲
げ
る
宣
言
を

採
択
し
た
。
そ
も
そ
も
欧
州
を
中
心
に
事

実
上
、
海
外
の
７
割
超
の
国
で
既
に
死
刑

が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
提
言
は
国
連
が
死

刑
存
置
国
に
対
し
死
刑
停
止
を
求
め
て
い

る
現
状
も
踏
ま
え
て
い
る
。

　
世
論
調
査
で
は
死
刑
制
度
を
支
持
す
る

結
果
が
出
る
も
の
の
、「
迷
い
」を
含
む

民
意
を
反
映
し
て
い
る
か
疑
問
視
し
た
。

「
被
害
感
情
や
処
罰
感
情
が
死
刑
制
度
の

根
拠
と
な
る
か
は
別
の
問
題
だ
」と
も
述

べ
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
死
刑
制
度
自
体

が
犯
罪
抑
止
効
果
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、「
科
学
的
な
証
明
が
な
い

状
況
だ
」と
退
け
て
も
い
る
。

　
死
刑
確
定
者
の
処
遇
、
執
行
の
手
続
き

や
執
行
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ

き
だ
と
指
摘
。
少
な
く
と
も
現
行
制
度
は

憲
法
の
人
権
保
障
の
思
想
と
合
致
し
な
い

の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
た
。

�

東
京
新
聞
論
説
委
員
　
桐
山
　
桂
一

ー
ン
に
基
づ
き
、
確
率
的
に
最
適
な
単
語

を
選
択
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
論
理
的
推
論

を
欠
く
。
そ
の
た
め
、「
勝
手
な
法
解
釈

は
で
き
、
も
っ
と
も
ら
し
い
が
間
違
い
も

多
く
、
精
査
し
な
い
と
使
え
な
い
」と
佐

藤
氏
は
指
摘
す
る
。

　
一
方
で
佐
藤
氏
は
自
ら
開
発
を
牽
引
す

る
判
決
推
論
シ
ス
テ
ム「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｇ

（
プ
ロ
レ
グ
）」を
紹
介
す
る
。
過
去
の
判

例
や
法
理
論
を
学
習
し
、
新
た
な
事
案
の

判
断
を
支
援
す
る
こ
の
革
新
的
な
ツ
ー
ル

は
Ａ
Ｉ
と
法
の
融
合
の
可
能
性
を
示
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
者
と

し
て
の
顔
と
、
法
学
研
究
者
と
し
て
の
顔

を
持
つ
佐
藤
氏
。
Ａ
Ｉ
の
理
論
的
研
究
を

長
年
行
っ
た
後
、
そ
の
応
用
を
求
め
て
法

科
大
学
院
に
入
学
し
て
法
学
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
50
代
で
司
法
試
験
に
挑
戦
し
、
見

事
合
格
を
果
た
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
法
的
課
題
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
と
法
律
の
両

方
に
精
通
し
た
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
ろ

う
。
実
際
、
欧
州
で
は
、
両
分
野
を
統
合

的
に
学
べ
る
大
学
が
存
在
す
る
と
い
う
。

「
日
本
の
大
学
で
も
専
門
的
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
」。
佐

藤
氏
の
提
言
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
法
的

基
盤
を
築
く
重
要
な
指
針
だ
。

　
日
本
経
済
新
聞
社�

総
合
解
説
セ
ン
タ
ー

�

担
当
部
長
　
上
田
　
敬

　「
日
本
の

死
刑
制
度
に

つ
い
て
考
え

る
懇
話
会
」

（
座
長
＝
井

田
良
・
中
央

大
大
学
院
教

授
）が
11
月

13
日
、
政
府

へ
の
提
言
を

報
告
書
に
ま

と
め
、
日
本

摘
し
、
可
能
性

に
言
及
し
た
。

　
佐
藤
氏
が
危

惧
す
る
の
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
の

「
ハ
ル
シ
ネ
ー

シ
ョ
ン（
幻

覚
）」だ
。
膨
大

な
デ
ー
タ
か
ら

学
習
し
た
パ
タ

　
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
波
は
、
今
や
法
の

領
域
に
も
押
し
寄
せ
て
い
る
。
筆
者
は
長

年
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
取
材
し
て

い
る
が
、
契
約
書
作
成
や
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
手
掛
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
最

近
相
次
い
で
生
ま
れ
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ

の
登
場
は
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
高
度

な
専
門
性
を
要
す
る
法
的
判
断
の
最
前
線

で
あ
る
裁
判
実
務
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
は
ど

こ
ま
で
踏
み
込
め
る
の
か
。「
人
工
知
能
法

学
」の
先
駆
者
で
あ
る
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研

究
機
構
人
工
知
能
法
学
研
究
支
援
セ
ン
タ

ー
長
の
佐
藤
健
氏
は
そ
の
限
界
を
鋭
く
指

記
者
ク
ラ
ブ
で
公
表
し
た
。

　
同
懇
話
会
は
学
者
や
国
会
議
員
、
経
済

団
体
代
表
、
元
検
事
総
長
、
元
警
察
庁
長

官
、
犯
罪
被
害
者
遺
族
ら
が
委
員
を
務
め

た
。
死
刑
制
度
に
つ
い
て「
現
状
の
ま
ま

放
置
で
き
な
い
」と
の
認
識
で
、
国
会
や

政
府
に
検
討
の
た
め
の
会
議
体
を
設
け
る

よ
う
提
言
し
て
い
る
。

　
結
論
が
出
る
ま
で
の
間
は
、
死
刑
執
行

の
停
止
も
検
討
す
べ
き
だ
と
も
求
め
た
。

井
田
座
長
は「
こ
れ
ま
で
の
死
刑
論
議
は

存
置
派
と
廃
止
派
が
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う

だ
け
だ
っ
た
。
今
回
は
ど
れ
だ
け
理
解
し

合
え
る
か
」が
狙
い
だ
と
強
調
し
た
。

左から中本さん、神津さん、笹倉さん、井田さん、
片山さん、川村さん
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「
巨
大
地
震
を
考
え
る
」④

西
村
　
卓
也
　
京
都
大
学
防
災

研
究
所
教
授

11月15日

臨
時
情
報 
発
信
方
法
に
課
題

石
渡
　
明
　
前
原
子
力
規
制
委
員
会

委
員

11月18日

規
制
の
緩
み
許
さ
な
い「
た
が
」

実
な
地
震
」と
説
明
。
そ
の
う
え
で「
地

震
や
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
が
大
地
震
を
誘
発

し
た
事
例
は
世
界
的
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
南
海
ト
ラ
フ
で
も
周
辺
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
は
高
く
、
地
震
活
動
が
高
ま

っ
た
と
き
に
社
会
に
伝
え
る
臨
時
情
報
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
あ
っ
た
方
が
い
い
」

と
述
べ
た
。
臨
時
情
報
の
課
題
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
の
反
省
を
受
け
、
最
大
規

模
を
盛
り
込
み
過
ぎ
た
震
源
域
の
運
用

や
、
世
界
の
地
震
統
計
を
利
用
し
た
地
震

の
発
生
確
率
の
提
示
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　
自
身
が
観
測
を
続
け
て
き
た
１
月
の
能

登
半
島
地
震
に
も
触
れ
た
。
半
島
で
異
常

な
地
殻
変
動
が
起
き
、
周
囲
の
活
断
層
に

地
震
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
影
響
が
及
ん

で
い
る
こ
と
は
、
応
力
変
化
に
よ
る
評
価

か
ら
分
か
っ
て
い
た
。
発
信
を
続
け
て
き

た
つ
も
り
だ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、地
震
後
の

周
囲
の
反
応
は
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。「
知

っ
て
い
た
の
な
ら
、
な
ぜ
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
の
か
」。臨
時
情
報
の
よ
う
な
仕
組

み
が
あ
れ
ば
、
広
く
社
会
に
浸
透
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
地
震

前
か
ら「
海
底
活
断
層
に
地
震
活
動
が
移

れ
ば
、
Ｍ
７
級
が
起
こ
り
う
る
」と
西
村

さ
ん
ら
の
警
鐘
を
く
り
返
し
聞
い
て
い
た

報
道
の
側
と
し
て
、
社
会
へ
の
発
信
の
難

し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
会
見
だ
っ
た
。

　
毎
日
新
聞
社
く
ら
し
科
学
環
境
部

�

垂
水
　
友
里
香

の
事
務
方
は
、
大
学
教
授
を
辞
め
て
委
員

に
転
じ
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
と
案
じ
て
い
た
が
、
直
談
判
で
快
諾

を
得
た
と
い
う
。
仙
台
で
東
日
本
大
震
災

を
体
験
し
た
こ
と
で
、
使
命
感
を
強
く
持

つ
に
至
っ
た
と
会
見
で
も
述
べ
て
い
た
。

　
在
任
中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
遺
産
に

苦
労
し
た
は
ず
だ
。
原
子
炉
か
ら
約
２
５

０
㍍
の
至
近
距
離
に
大
活
断
層
が
あ
る
日

本
原
子
力
発
電
敦
賀
原
発（
福
井
県
）は

そ
の
代
表
格
。
か
つ
て
の
米
国
の
よ
う
に

「
４
０
０
㍍
以
内
に
活
断
層
が
あ
っ
た
ら

ア
ウ
ト
」と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
話
は

早
か
っ
た
が
、今
も
昔
も
日
本
に
は
な
い
。

近
く
に
活
断
層
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
暗

黙
の
了
解
が
あ
っ
た
だ
け
だ
ろ
う
。

　
苦
肉
の
策
と
し
て
生
み
出
し
た「
原
子

炉
直
下
の
地
盤
が
ず
れ
た
ら
ア
ウ
ト
」と

い
う
ル
ー
ル
を
適
用
し
、
敦
賀
２
号
機
は

審
査
に
不
合
格
と
な
っ
た
。
当
た
り
前
の

常
識
が
通
じ
な
い
世
界
で
道
理
を
貫
き
通

す
の
は
容
易
で
は
な
い
。「
靴
の
裏
か
ら

か
ゆ
い
と
こ
ろ
を
か
く
よ
う
な
感
じ
」。

そ
れ
で
も
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
審
査

を
や
り
き
っ
た
と
断
言
し
て
い
た
。

　
そ
う
言
え
ば
会
見
で
の
表
情
は
や
や
硬

か
っ
た
。も
う
少
し
笑
顔
も
見
て
み
た
い
。

�

共
同
通
信
社
編
集
委
員
　
鎭
目
　
宰
司

　
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報

が
８
月
、
制
度

導
入
以
降
初
め

て
発
表
さ
れ
、

そ
の
翌
月
、
有

識
者
６
人
で
構

成
す
る
気
象
庁

南
海
ト
ラ
フ
地

震
評
価
検
討
会

ま
で
、
原
発
の

耐
震
審
査
で
は

東
京
大
の
地
震

学
者
が
大
き
な

役
割
を
担
っ
て

き
た
。
異
色
の

存
在
と
言
え

る
。

　
人
事
選
考
に

当
た
る
規
制
委

　
９
月
に
退
任
す
る
ま
で
10
年
、
原
子
力

規
制
委
員
会
で
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
関

す
る
分
野
を
担
当
し
た
。
私
は
そ
の
最
初

の
１
年
間
、
担
当
記
者
を
務
め
た
。

　「
か
た
い
人
だ
な
」
と
い
う
印
象
は
、

今
も
変
わ
ら
な
い
。
取
材
へ
の
ガ
ー
ド
の

堅
さ
も
そ
う
だ
が
、
原
発
の
60
年
超
運
転

を
可
能
に
し
た
制
度
変
更
は
筋
が
通
ら
な

い
と
１
人
で
反
対
し
た
意
志
の
固
さ
は
世

間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
放
っ
て
お
け

ば
緩
も
う
と
す
る
原
子
力
規
制
を
締
め
る

「
た
が
」の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　
岩
石
や
地
質
の
研
究
者
だ
。
フ
ラ
ン
ス

の
大
学
か
ら
金
沢
大
、
東
北
大
を
経
て
規

制
委
に
。
旧
原
子
力
安
全
・
保
安
院
時
代

か
ら
前
任
委
員
の
島
崎
邦
彦
さ
ん
に
至
る

委
員
に
就
任
し
た
。

　
専
門
は
地
殻
変
動
。１
９
９
４
年
以
降
、

国
土
地
理
院
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
連
続
観
測
網
が

整
備
さ
れ
、
現
在
の
観
測
点
は
約
１
３
０

０
点
。
こ
の
30
年
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ

り
、
人
の
爪
や
髪
が
伸
び
る
ほ
ど
ゆ
っ
く

り
と
し
た
大
地
の
動
き
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
将
来
の
大
地
震
の
震
源
域
と
な

る
プ
レ
ー
ト
間
の
固
着
域
の
推
定
や
、
大

地
震
の
兆
候
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
ス

ロ
ー
地
震
の
挙
動
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
は
、
１
０

０
～
２
０
０
年
間
隔
で
繰
り
返
す
歴
史

的
、
地
質
的
証
拠
が
あ
る
、
ひ
ず
み
が
蓄

積
し
つ
つ
あ
る
デ
ー
タ
が
あ
る
と
い
う
二

つ
の
理
由
か
ら「
将
来
の
発
生
が
ほ
ぼ
確
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米
大
統
領
選 

ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利 

増
田

　理
紗（
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
）

生
活
者
の
不
満
す
く
い
上
げ

ハ
リ
ス
氏
の
勢
い
、
先
細
る

大
接
戦
が
予
想
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
。
大
勢
判
明
に
は
時
間
を
要
す
る

と
い
う
大
方
の
見
方
を
覆
し
、
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
は
次
々
に
激
戦
州
を
押
さ
え
て

い
っ
た
。
投
開
票
日
の
11
月
５
日
、
私
は

フ
ロ
リ
ダ
州
で
開
か
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の

集
会
を
取
材
し
た
。
会
場
で
は
ワ
イ
ン
な

ど
を
片
手
に
支
持
者
ら
が
選
挙
特
番
を
楽

し
ん
で
い
た
。
会
場
の
熱
気
が
一
気
に
高

ま
っ
た
の
は
激
戦
州
の
大
票
田
・
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
で
勝
利
確
実
と
報
じ
ら
れ
た

瞬
間
。
大
統
領
選
で
の
勝
利
を
確
信
し
た

よ
う
に
そ
の
日
一
番
の
歓
声
が
上
が
り
、

支
持
者
ら
が
喜
び
抱
き
合
っ
た
。
そ
の
勢

い
の
ま
ま
に
翌
６
日
午
前
２
時
半
頃
ト
ラ

ン
プ
氏
が
登
場
し「
第
47
代
大
統
領
と
い

う
特
別
な
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
」と
勝
利
を
宣
言
し
た
。

銃
撃「
神
が
お
救
い
に
」 

涙
も

こ
と
し
１
月
、
ア
イ
オ
ワ
州
の
党
員
集

会
か
ら
本
格
始
動
し
た
大
統
領
選
。
こ
の

よ
う
な
選
挙
戦
に
な
る
こ
と
を
誰
が
予
想

で
き
た
だ
ろ
う
か
。
当
初
バ
イ
デ
ン
大
統

領
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
戦
い
は「
高
齢
者
対

決
」「
前
回
選
挙
の
再
放
送
」と
も
さ
さ
や

か
れ
、正
直
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
た
。

こ
の
１
年
間
、
激
戦
州
を
中
心
に
全
米

を
飛
び
回
り
ト
ラ
ン
プ
氏
を
追
い
続
け

た
。
時
に
は
支
持
者
に
交
じ
っ
て
午
前
５

時
過
ぎ
か
ら
集
会
場
に
入
る
列
に
並
び
、

幾
度
と
な
く
聞
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
登
場

曲「God Bless the U
SA

」は
今
で
は
フ

ル
コ
ー
ラ
ス
で
歌
え
る
。
そ
ん
な
中
起
き

た
ト
ラ
ン
プ
氏
銃
撃
事
件
は
大
き
な
衝
撃

で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
共
和

党
大
会
で
取
材
す
る
と
、
支
持
者
ら
は

「
神
様
が
お
救
い
に
な
っ
た
」と
話
し
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
姿
を
見
て
涙
し
て
い
た
。

事
件
を
き
っ
か
け
に
共
和
党
が
ひ
と
つ
に

ま
と
ま
る
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
選
挙
戦

か
ら
撤
退
。
ハ
リ
ス
副
大
統
領
を
候
補
者

と
し
て
迎
え
た
民
主
党
大
会
も
ま
た
、
一

気
に
若
返
っ
た
新
候
補
を
前
に
こ
れ
ま
で

に
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
た
。
テ

レ
ビ
討
論
会
で
は
、
保
守
系
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ

ー
ス
さ
え
も「
ハ
リ
ス
氏
の
勝
利
」と
評

価
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
討
論
会
直
後
に
突

如
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
討
論
を
自
画
自
賛

す
る
と
い
う
焦
り
を
見
せ
る
場
面
も
あ
っ

た
。
た
だ
ハ
リ
ス
氏
の
当
初
の
勢
い
は

徐
々
に
落
ち
着
き
、
世
論
調
査
の
き
っ
抗

が
続
い
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
こ
と
は
好
き
で
は
な

い
が
、
目
の
前
の
生
活
を
良
く
す
る
た
め

に
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
す
る
」。
取
材
で

出
会
っ
た
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の
こ
の
一
言

は
、
今
回
の
選
挙
戦
を
象
徴
し
て
い
る
と

感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ン
プ
氏
の
熱
狂

的
支
持
者
の
存
在
は
健
在
だ
。
た
だ
、
コ

ロ
ナ
以
降
続
く
物
価
高
な
ど
で
有
権
者
の

生
活
へ
の
不
満
は
大
き
く
、
民
主
党
へ
の

失
望
か
ら
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
先
を
変
え

る
と
話
す
人
も
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
ト

ラ
ン
プ
氏
が
打
ち
出
し
た
チ
ッ
プ
や
残
業

代
の
非
課
税
と
い
う
分
か
り
や
す
く
実
感

で
き
る
経
済
政
策
は
、
多
く
の
有
権
者
の

心
を
つ
か
ん
だ
と
感
じ
る
。
現
状
へ
の
不

満
を
巧
み
に
す
く
い
上
げ
た
こ
と
は
ト
ラ

ン
プ
氏
勝
利
の
一
番
の
要
因
だ
ろ
う
。

人
工
妊
娠
中
絶 

期
待
だ
お
れ

一
方
、
ハ
リ
ス
氏
が
全
面
に
打
ち
出
し

た
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
今
回
の
選
挙
で
は
民
主
党
が
期
待
し

た
ほ
ど
の
起
爆
剤
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

激
戦
州
を
含
む
全
米
10
州
で
大
統
領
選
と

同
日
に
中
絶
の
権
利
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
が
行
わ
れ
、
ハ
リ
ス
陣
営
は「
住
民

投
票
が
女
性
票
獲
得
に
つ
な
が
る
」な
ど

と
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は

激
戦
州
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
な
ど
で
は
住
民
投

票
で
権
利
擁
護
派
が
多
数
だ
っ
た
の
に
対

し
、選
挙
の
勝
者
は
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
っ
た
。

民
主
党
の
期
待
と
は
裏
腹
の
結
果
と
な
っ

た
。大

統
領
に
返
り
咲
く
こ
と
と
な
っ
た
ト

ラ
ン
プ
氏
。
ア
メ
リ
カ
国
民
が
切
望
す
る

〝
豊
か
〟な
暮
ら
し
は
戻
る
の
か
、
再
び
ア

メ
リ
カ
は
偉
大
に
な
る
の
か
。
こ
の
国
の

変
化
と
行
く
末
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

支持者を前に演説を行い、「勝利宣言」したトランプ氏
（11月６日/米フロリダ州/ＮＮＮ提供）

ま
す
だ
・
り
さ
▼
2
0
1
6
年
日
本
テ
レ
ビ
放

送
網
入
社
　
政
治
部
で
首
相
官
邸
担
当
　
外

務
・
防
衛
キ
ャ
ッ
プ
　
国
際
部
な
ど
を
経
て
23

年
12
月
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
　
Ｎ
Ｙ
市
育

ち
　
３
度
目
の
米
国
在
住

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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日
本
被
団
協
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞 

宇
城

　昇（
毎
日
新
聞
社
社
会
部
専
門
記
者
）

被
爆
者
の
証
言
、
歴
史
に
刻
む

「
核
兵
器
な
き
世
界
」へ
の
一
助
に

私
は
広
島
を
思
い
出
し
た
く
な
い
の
で

す
―
―
。

受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
返
っ
て
き
た
言

葉
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

十
数
年
前
、
広
島
支
局
の
記
者
だ
っ
た

私
は
、
原
爆
孤
児
だ
っ
た
男
性
の
消
息
を

追
っ
て
い
た
。
広
島
の
中
心
街
に
あ
っ
た

商
店
の
息
子
さ
ん
で
、
学
童
疎
開
で
生
家

を
離
れ
て
い
た
た
め
家
族
で
た
だ
一
人
、

原
爆
被
害
を
免
れ
て
い
た
。
東
日
本
で
健

在
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
取
材
依
頼

の
電
話
を
し
た
。

語
ら
な
か
っ
た
深
い
苦
悩

男
性
は
突
然
の
申
し
出
に
戸
惑
っ
て
い

た
。
私
が
話
し
終
え
る
と
、
静
か
な
口
調

で「
お
断
り
し
た
い
」と
返
事
が
あ
り
、

続
い
て
冒
頭
の
言
葉
を
口
に
し
た
。

私
は
大
き
な
過
ち
を
犯
し
た
。
相
手
の

心
の
か
さ
ぶ
た
を
は
が
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
家
族
も
家
も
全
て
を
失
い
、
故
郷
を

離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
少
年
が
、
ど
れ

ほ
ど
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
か
。
な
ぜ
、

そ
れ
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
先
方

の
知
人
ら
に
仲
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
も

っ
と
丁
寧
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
た
は
ず

だ
っ
た
。
懸
命
に
戦
後
を
生
き
て
き
た
だ

ろ
う
元
孤
児
の
心
を
残
酷
に
切
り
つ
け
た

自
身
の
軽
率
さ
が
許
せ
な
か
っ
た
。

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会（
日
本
被
団
協
）

に
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
委
員
会
は「
核
の
タ
ブ
ー
」の
確
立
に

貢
献
し
た
被
爆
証
言
の
力
を
称
賛
し
た
。

想
像
を
絶
す
る
体
験
を
し
、
心
身
に
刻
ま

れ
た
傷
を
抱
え
て
生
き
抜
い
て
き
た
被
爆

者
の
方
々
は「
二
度
と
こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」と
の
思
い
で
つ
ら
い

記
憶
を
語
り
、
記
録
を
残
し
て
き
た
。
そ

の
努
力
に
は
敬
意
を
表
す
る
し
か
な
い

し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
い
う
形
で
報
わ

れ
た
こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
る
。

一
方
で
、
幾
十
万
も
の
語
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
苦
悩
が
あ
る
事
実
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
く
だ
ん
の
原
爆
孤
児
の

体
験
は
、
私
に
も
う
少
し
の
配
慮
が
あ
れ

ば
証
言
を
引
き
出
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

取
材
記
者
と
し
て
至
ら
な
か
っ
た
ば
か
り

に
歴
史
に
埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

「
被
爆
者
の
い
な
い
時
代
」が
迫
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
統

計
で
は
被
爆
者
健
康
手
帳
の
所
持
者
は
全

国
に
10
万
人
超
い
る
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ

だ
け
の
語
り
が
証
言
や
手
記
な
ど
の
記
録

と
し
て
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
被
爆
体

験
の
継
承
が
危
機
だ
と
憂
う
な
ら
ば
、
私

た
ち
報
道
す
る
側
は
一
人
で
も
多
く
の
体

験
を
歴
史
に
刻
み
、
未
来
に
残
す
た
め
に

一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

受
賞
は「
世
界
へ
の
警
告
」

今
回
の
平
和
賞
を
機
に
、
被
爆
証
言
を

報
道
す
る
意
味
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
直

し
た
い
と
思
う
。
証
言
を
取
材
し
て
伝
え

る
こ
と
が
目
的
化
し
、
新
事
実
を
掘
り
下

げ
る
こ
と
も
な
く
上
書
き
す
る
だ
け
に
な

っ
て
は
い
な
い
か
。
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
の
事
情
や
背
景
に
迫
る
よ
う
な
報

道
が
で
き
て
い
る
か
。

原
爆
報
道
と
は
、
再
び
核
兵
器
が
使
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
世
界
を
築
く
た
め
の
一

助
と
な
る
べ
き
も
の
だ
。
核
兵
器
禁
止
条

約
が
２
０
１
７
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

核
兵
器
を
国
際
法
で
違
法
と
す
る
法
的
な

取
り
決
め
は
で
き
た
。
世
界
の
半
数
以
上

の
国
が
賛
同
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
も
核
に
よ
る
威
嚇
は
世
界
で
や
ま

ず
、
核
廃
絶
・
核
軍
縮
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。「
核
兵
器
な
き
世
界
」の
実
現
に

向
け
た
努
力
は「
道
半
ば
」の
状
況
で
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
が
被
爆
者
に
授
与
さ
れ
る

意
味
は
、「
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
世
界
に
向
け

た
警
告
な
の
だ
。

あ
の
夏
の
広
島
に
い
た
私
の
祖
母
と
父

は
、
幾
つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ
て
命
を
つ

な
い
だ
。
既
に
２
人
が
他
界
し
た
今
、
家

族
の
体
験
を
受
け
継
ぐ
当
事
者
と
し
て
、

ま
た「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」で
報
道
の

現
場
に
い
る
一
員
と
し
て
、
何
が
で
き
る

か
を
自
問
し
て
い
る
。

世
界
が
、
自
身
が
問
わ
れ
る
の
は
、
こ

の
先
の
行
動
だ
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

広島市の原爆ドーム前で、被爆証言者の話に耳を傾け
る外国人来訪者たち（４月26日/筆者撮影/毎日新聞社提供）
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元
大
阪
地
検
検
事
正
性
暴
力
事
件 

石
原

　知
佳（
共
同
通
信
社
大
阪
社
会
部
）

被
害
者
会
見
、
検
事
の
覚
悟

事
件
後
、
誹
謗
中
傷
も
受
け

元
大
阪
地
検
ト
ッ
プ
が
準
強
制
性
交
罪

に
問
わ
れ
た
事
件
の
初
公
判
が
10
月
25

日
、
大
阪
地
裁
で
開
か
れ
た
。
事
件
の
衝

撃
に
加
え
、
閉
廷
後
に
現
職
検
事
の
被
害

女
性
が
記
者
会
見
を
開
き
、
さ
ら
に
注
目

を
集
め
た
。

「
６
年
間
、
苦
し
ん
で
き
た
」

「
被
害
か
ら
６
年
間
、
本
当
に
苦
し
ん

で
き
た
。
大
き
な
権
力
と
の
闘
い
で
、
強

い
恐
怖
や
孤
独
、
事
件
が
闇
に
葬
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
も
大
き
か
っ

た
」。
女
性
に
よ
る
と
、
事
件
後
、
組
織

内
で
は
女
性
へ
の
誹
謗
中
傷
が
あ
っ
た
。

会
見
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
行

為
に
立
ち
向
か
う
意
味
も
あ
っ
た
。
カ
メ

ラ
の
前
で
涙
を
こ
ら
え
、
声
を
震
わ
せ
な

が
ら
マ
イ
ク
に
向
か
う
姿
か
ら
は
、
性
犯

罪
を
含
む
多
く
の
事
件
と
対た

い

峙じ

し
て
き
た

検
事
と
し
て
の
覚
悟
が
に
じ
ん
で
い
た
。

初
公
判
で
全
面
的
に
起
訴
内
容
を
認
め

「
被
害
者
に
重
大
で
深
刻
な
被
害
を
与
え

て
し
ま
い
、
深
く
反
省
し
謝
罪
し
た
い
」

と
述
べ
た
元
検
事
正
・
北
川
健
太
郎
被
告
。

検
察
側
が
指
摘
し
た
犯
行
態
様
は
悪
質
な

も
の
だ
っ
た
。
冒
頭
陳
述
に
よ
る
と
、
被

告
は
同
僚
ら
と
の
懇
親
会
後
、
泥
酔
状
態

の
被
害
女
性
が
乗
る
タ
ク
シ
ー
に
強
引
に

同
乗
し
、
自
身
の
官
舎
に
連
れ
て
行
き
性

的
暴
行
。
意
識
が
戻
っ
た
女
性
が
暴
行
を

や
め
る
よ
う
伝
え
た
の
に
聞
き
入
れ
ず
、

犯
行
を
続
け
た
。
事
件
後
に
は「
事
件
が

公
に
な
れ
ば
自
死
す
る
。
検
察
庁
に
対
し

強
烈
な
批
判
が
出
て
仕
事
に
な
ら
な
く
な

る
」「
時
効
が
来
る
ま
で
食
事
を
ご
ち
そ
う

す
る
」と
女
性
に
口
止
め
し
た
。

女
性
は
会
見
で
、
検
事
を
目
指
し
た
理

由
を
語
っ
た
。
か
つ
て
電
車
内
で
強
制
わ

い
せ
つ
被
害
に
遭
っ
た
が
逃
げ
る
だ
け
で

精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と
、
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
を
警
察
に
訴
え
た
が
ま
と
も
に
捜
査

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
。
被
害
を
受

け
て
も
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
、
声
を
上
げ

て
も
届
か
な
い

―
。
そ
ん
な
体
験
を
き

っ
か
け
に
、性
犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
い
、

力
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
だ
と
い
う
。

女
性
は
当
初「
検
察
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
沈
黙
し
て
い
た
が
、「
処

罰
さ
れ
る
べ
き
人
間
が
処
罰
さ
れ
て
い
な

い
」と
苦
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）が
悪

化
し
、
そ
の
後
、
休
職
。
自
身
を
取
り
戻

す
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
守
り
、

被
告
に
罪
と
向
き
合
わ
せ
、
同
じ
よ
う
な

被
害
者
を
二
度
と
生
ま
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
と
覚
悟
を
決
め
、
被
害
を
申
告
し

た
。う

わ
さ
流
し
た
同
僚
告
訴

会
見
で
は
、
検
察
内
部
で
セ
カ
ン
ド
レ

イ
プ
に
当
た
る
名
誉
毀き

損そ
ん

が
あ
っ
た
と
訴

え
た
。
被
告
と
親
し
い
職
員
が
捜
査
情
報

を
漏
ら
し
た
り
虚
偽
告
訴
だ
と
の
う
わ
さ

を
流
し
た
り
し
、
こ
れ
を
元
に
誹
謗
中
傷

す
る
検
察
官
が
い
た
と
い
う
。「
性
犯
罪

者
が
ど
れ
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
の
か
誰
よ

り
も
分
か
っ
て
い
る
は
ず
の
人
た
ち
が
う

わ
さ
に
踊
ら
さ
れ
、
被
害
者
を
傷
つ
け
る

状
況
が
残
念
で
な
ら
な
い
」

女
性
は
こ
の
職
員
を
、
国
家
公
務
員
法

違
反
や
名
誉
毀
損
な
ど
の
疑
い
で
大
阪
高

検
に
告
訴
・
告
発
し
た
。

「
今
後
も
検
事
を
続
け
た
い
か
」。
記
者

の
ど
ん
な
質
問
に
も
は
っ
き
り
と
返
し
て

い
た
女
性
は
、
会
見
の
終
盤
で
問
わ
れ
、

少
し
考
え
る
様
子
を
見
せ
た
。「
検
事
の

仕
事
は
私
の
生
き
が
い
。
誇
り
を
持
っ
て

い
る
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
寄
り
添

い
た
い
気
持
ち
も
あ
る
」。
こ
う
答
え
た

一
方
、「
検
察
庁
の
対
応
な
ど
で
不
安
が

解
消
さ
れ
れ
ば
続
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
次
第
で
す
」と
揺
れ
る
心
中
を
明
か
し

た
。北

川
被
告
の
第
２
回
公
判
は
、
こ
の
原

稿
が
載
っ
た
会
報
が
発
行
さ
れ
る
12
月
10

日
に
行
わ
れ
る
。
あ
と
数
回
は
公
判
が
開

か
れ
る
見
通
し
で
、同
僚
に
対
す
る
告
訴
・

告
発
の
扱
い
も
今
後
決
ま
る
。
女
性
が
職

を
辞
さ
ず
に
す
む
か
は
、
公
判
の
行
方
や

検
察
の
対
応
の
在
り
方
に
か
か
っ
て
い

る
。

初
公
判
閉
廷
後
に
記
者
会
見
す
る
被
害
者
の
女
性

（
10
月
25
日
／
共
同
通
信
社
提
供
）
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神 奈川発� 地元メディアの視点から

プ
ロ
野
球
の
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ

ー
ズ
が
１
９
９
８
年
以
来
の
日
本
一
を
成

し
遂
げ
た
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
横
浜
ス
タ

ジ
ア
ム
で
２
連
敗
を
喫
し
た
も
の
の
、
敵

地
で
３
連
勝
し
て
勢
い
づ
き
、
戻
っ
て
き

た
本
拠
地
で
大
勝
し
た
。
ま
さ
に「
史
上

最
大
の
下
克
上
」と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
快
進
撃
だ
っ
た
。

■
記
者
４
人
、
カ
メ
ラ
３
人
体
制

普
段
デ
ス
ク
と
し
て
会
社
に
詰
め
て
い

る
私
も
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
全
試
合
、
取
材

班
に
加
わ
っ
た
。
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は

記
者
４
人
と
カ
メ
ラ
３
人
、
福
岡
は
記
者

４
人
、
カ
メ
ラ
１
人
の
体
制
。
重
厚
な
布

陣
の
ス
ポ
ー
ツ
各
紙
に
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
、
見
開
き
の
運
動
面
と
社
会

面
を
連
日
埋
め
た
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
３
位
だ
っ
た

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
。
短
期
決
戦
は
三
浦
大
輔

監
督
の
采
配
が
次
々
と
的
中
し
た
。
主
将

の
牧
秀
悟
内
野
手
が
連
敗
直
後
に
緊
急
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
チ
ー
ム
の
士
気
を

上
げ
た
。
脚
の
故
障
で
万
全
の
状
態
で
は

な
い
エ
ー
ス
東
克
樹
投
手
が
第
３
戦
に
先

発
し
て
か
ら
投
打
が
が
っ
ち
り
か
み
合
っ

た
。
最
終
第
６
戦
で
は
５
年
ぶ
り
に
古
巣

復
帰
し
た
筒
香
嘉
智
外
野
手
が
先
制
弾
。

か
ね
て「
勢
い
の
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
」と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
全
て
の
ピ

ー
ス
が
鮮
や
か
に
は
ま
っ
た
と
言
え
る
。

白
星
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
社
内
全
体
が

慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
運
動
部
で
も
日
本

一
の
予
定
稿
や
号
外
、
特
集
制
作
の
準
備

な
ど
一
気
に
作
業
が
押
し
寄
せ
た
。
福
岡

か
ら
横
浜
に
戻
っ
た
第
６
戦
が
降
雨
中
止

と
な
り
、
猶
予
期
間
が
一
日
生
ま
れ
た
こ

と
が
救
い
だ
っ
た
。

フ
ァ
ン
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
高
ま
っ
て
い

た
。福
岡
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
頃
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
た

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
連
夜
多
く
の
フ
ァ

ン
が
詰
め
か
け
た
。
無
人
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
囲
み
な
が
ら
声
援
を
送
る
光
景
に
、
球

団
関
係
者
も「
異
様
な
光
景
」と
驚
い
て

い
た
。

２
０
０
０
年
代
の
低
迷
期
は
も
う
遠
い

過
去
の
話
だ
。
11
年
11
月
に
Ｉ
Ｔ
大
手

「
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
」が
球
団
を
保

有
す
る
と
、
Ｉ
Ｔ
企
業
ら
し
く
、
デ
ー
タ

を
駆
使
し
た
チ
ー
ム
戦
略
や
事
業
に
率
先

し
て
注
力
し
た
。
１
９
９
８
年
の
リ
ー
グ

優
勝
、
日
本
一
を
知
る
フ
ァ
ン
を
呼
び
戻

そ
う
と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
次
々

と
打
ち
出
し
た
こ
と
に
加
え
、
横
浜
ス
タ

ジ
ア
ム
の
買
収
で
経
営
の
黒
字
化
に
成

功
。
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
を
除
け
ば
観
客
動

員
数
は
右
肩
上
が
り
で
、
今
季
は
過
去
最

多
の
２
３
５
万
８
千
人
。
今
や
12
球
団
で

４
番
目
に
多
い
人
気
球
団
に
な
っ
た
。

■
チ
ー
ム
強
化
の
取
り
組
み
熟
し

チ
ー
ム
強
化
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
10
年

間
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
即
戦
力
選
手
を
獲

得
し
、
選
手
層
が
厚
く
な
っ
た
。
国
内
フ

リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
Ｆ
Ａ
）権
を
取
得

し
た
主
力
選
手
が
他
球
団
に
移
籍
し
て
き

た
先
例
を
踏
ま
え
、
近
年
は
大
型
の
複
数

年
契
約
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
。

今
回
の
日
本
一
は
こ
う
し
た
数
々
の
取
り

組
み
が
熟
し
た
成
果
と
も
言
え
る
。

日
本
一
の
夜
は
取
材
で
慌
た
だ
し
く
過

ぎ
て
、
一
番
盛
り
上
が
り
を
実
感
し
た
の

は
翌
朝
の
こ
と
。
売
れ
な
い
時
代
に
、
神

奈
川
新
聞
が
コ
ン
ビ
ニ
店
か
ら
消
え
、
社

内
に
も
在
庫
が
ほ
ぼ
な
い
状
態
に
な
っ

た
。
街
中
で
球
団
応
援
歌
が
流
れ
、
多
く

の
百
貨
店
で
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
浜
銀

総
合
研
究
所
に
よ
る
と
経
済
効
果
は
75
億

円
以
上
に
及
ん
だ
。

２
度
に
わ
た
る
特
集
面
、
号
外
の
作
業

を
終
え
て
よ
う
や
く
一
区
切
り
が
つ
い
た
。

26
年
ぶ
り
と
な
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
大
変
な

の
か
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
で
あ
る
。

昨
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
も

慶
応
が
１
０
７
年
ぶ
り
の
全
国
制
覇
を
果

た
し
た
が
、
携
わ
っ
た
記
者
の
経
験
は
何

も
の
に
も
代
え
難
い
。
南
場
智
子
オ
ー
ナ

ー
は「
来
年
は
絶
対
に
リ
ー
グ
優
勝
」と

意
気
込
む
。
四
半
世
紀
先
で
は
な
く
、
近

い
う
ち
に
あ
る
と
信
じ
て
備
え
た
い
。

松村　祐介
（神奈川新聞社運動部記者兼デスク）

新・列島報告�　神奈川県
横浜ＤｅＮＡベイスターズ 日本一

「最大の下克上」に歓喜
データ駆使、人気球団に

ま
つ
む
ら
・
ゆ
う
す
け
▼
2
0
0
5
年
入
社
　

編
集
局
報
道
部
で
県
警
　
遊
軍
　
県
政
　
横

浜
市
政
な
ど
を
担
当
　
18
年
１
月
か
ら
運
動

部

26年ぶりの日本一を成し遂げ、胴上げされる横浜
ＤｅＮＡベイスターズの三浦大輔監督（11月３日/横
浜スタジアム/神奈川新聞社提供）
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最
近
は
円
安
、か
つ
て
は
円
高
。為
替
に

右
往
左
往
す
る
日
本
は
、
為
替
に
振
り
回

さ
れ
た
自
ら
の
記
者
生
活
と
も
重
な
る
。

日
米
独
英
仏
の
先
進
５
カ
国（
Ｇ
５
）が

ド
ル
高
是
正
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
１
９

８
５
年
９
月
22
日
の
プ
ラ
ザ
合
意
。
為
替

担
当
に
な
っ
た
ば
か
り
の
記
者
は
、
事
前

に
大
舞
台
の
到
来
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の

Ｇ
５
合
意
。
東
京
外
国
為
替
市
場
で
円
相

場
は
、
直
前
の
９
月
20
日
の
終
値
１
㌦
＝

２
４
２
円
ち
ょ
う
ど
か
ら
、
秋
分
の
日
を

は
さ
ん
だ
９
月
24
日
に
は
一
時
２
２
８
円

台
ま
で
急
騰
し
た
。
大
台
替
わ
り
の
円
高

だ
が
、
為
替
市
場
で
は
ド
ル
買
い
の
力
が

根
強
か
っ
た
。

◆
東
京
市
場「
Ｆ
ｅ
ｄ
が
出
た
」

石
油
な
ど
輸
入
業
者
が
値
ご
ろ
感
か
ら
、

ド
ル
買
い
の
注
文
を
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

円
相
場
が
２
３
０
円
台
に
押
し
戻
さ
れ
て

は
い
け
な
い
。
政
府
・
日
銀
が
必
死
に
円

プ
ラ
ザ
合
意
の
日
本
側
攻
防

為
替
に
振
り
回
さ
れ
た
日
々

買
い
・
ド
ル
売
り
介
入
に
出
た
が
、
こ
の

日
の
終
値
は
２
３
０
円
10
銭
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
同
年
10
月
７
日
に

は
、
東
京
市
場
で
聞
き
な
れ
な
い
ネ
ー
ム

が
。「
Ｆ
ｅ
ｄ
が
出
た
」。Ｆ
ｅ
ｄ
と
は
米
連

邦
準
備
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）傘
下
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
連
銀
の
こ
と
。
各
国
当
局
は
自

国
市
場
で
介
入
す
る
の
が
大
前
提
な
の

に
、
米
国
の
通
貨
当
局
が
東
京
市
場
で
ド

ル
売
り
・
マ
ル
ク
買
い
の
介
入
に
動
い
た

の
だ
。耳
打
ち
し
て
く
れ
た
の
は
、大
手
米

銀
の
伝
説
の
為
替
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
。

日
銀
ク
ラ
ブ
詰
め
だ
っ
た
の
で
、
確
認

に
走
っ
た
。
日
銀
で
介
入
の
第
一
線
に
立

っ
て
い
た
の
は
、
当
時
の
外
国
局
為
替
課

で
あ
る
。
大
熊
義
之
課
長
は
あ
っ
さ
り
と

事
実
を
認
め
た
。
米
当
局
、
東
京
に
現あ

ら
わる

と
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
介
入
効
果
を

高
め
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
を
狙
っ

た
の
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ザ
合
意
で
決
め
た
ド
ル
高
是
正
を

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
次
々
と
新
手

の
為
替
介
入
が
繰
り
出
さ
れ
た
。
先
ほ
ど

の
米
当
局
の
介
入
は
、
東
京
市
場
で
当
時

の
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
用
い
た「
他
通
貨
・

他
市
場
介
入
」で
あ
る
。
24
時
間
介
入
体

制
を
誇
示
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

◆「
お
土
産
話
を
」と
大
場
財
務
官

日
本
側
の
プ
ラ
ザ
合
意
の
立
役
者
は
大

場
智
満
財
務
官
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
Ｇ
５
に
は
竹
下
登
蔵
相
と
澄
田
智
日
銀

総
裁
が
出
席
し
た
が
、
竹
下
蔵
相
が
発
言

し
た
の
は
２
回
く
ら
い
。
も
っ
ぱ
ら
大
場

財
務
官
が
日
本
代
表
と
し
て
発
言
し
て
い

た
。
西
独
連
銀
の
ペ
ー
ル
総
裁
は
蔵
相
で

も
な
く
、
中
央
銀
行
総
裁
で
も
な
い
財
務

官
が
な
ぜ
、
と
訝い

ぶ
かし
ん
だ
様
子
だ
っ
た
。

大
場
氏
は
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
方
で
、

市
場
の
猛
者
た
ち
の
扱
い
を
心
得
て
い
た
。

「
せ
っ
か
く
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
の
だ

か
ら
お
土
産
話
を
し
な
い
と
」。
プ
ラ
ザ

合
意
の
後
、
金
融
機
関
の
市
場
担
当
者
を

前
に
こ
う
語
り
か
け
た
。
何
だ
ろ
う
？

「
プ
ラ
ザ
合
意
で
は
ド
ル
に
対
し
て
他

の
先
進
国
通
貨
を
10
％
強
く
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
円
は
特
別
な
の
で
さ
ら
に

５
％
強
く
す
る
こ
と
に
」。
こ
の
大
場
財

務
官
の
話
の
後
、
大
熊
課
長
は
続
け
た
。

「
私
の
名
前
は
大
熊
。
ド
ル
に
対
し
て
は

も
っ
と
ベ
ア（
弱
気
）で
す
」

15
％
強
の
円
高
な
ら
１
㌦
＝
２
０
０
円

あ
ま
り
と
な
る
勘
定
。
ド
ル
に
も
っ
と
弱

気
と
な
る
と
、
円
は
２
０
０
円
を
も
突
破

し
か
ね
な
い
。
携
帯
電
話
な
ど
な
い
時
代

の
こ
と
。
話
が
終
わ
る
や
否
や
、「
こ
れ

は
本
気
だ
」と
受
け
止
め
た
市
場
担
当
者

は
わ
れ
先
に
公
衆
電
話
に
殺
到
し
た
。

Ｇ
５
会
議
の
秘
密
合
意
を
そ
れ
と
な
く

さ
さ
や
く
形
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
相
場
観

を
円
高
方
向
に
誘
導
す
る
。
こ
れ
も
ま
た

為
替
市
場
を
め
ぐ
る
情
報
戦
で
あ
っ
た
。

プ
ラ
ザ
合
意
を
め
ぐ
る
各
国
の
や
り
取

り
に
つ
い
て
は
、
船
橋
洋
一
氏
の
名
著

『
通
貨
烈
烈
』が
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
記

者
と
し
て
、
自
分
な
り
に
舞
台
裏
を
知
り

滝
た き

田
た

　洋
よ う

一
い ち

1981年日本経済新聞社入社　
金融部　チューリヒ支局　経
済部編集委員　米州総局編集
委員　特任編集員など　４月
までテレビ東京「ワールドビジ
ネスサテライト」解説キャスタ
ーも務めた　現在　名古屋外
国語大学特任教授　リーマ
ン・ショックに伴う世界金融
危機の報道で2008年度ボー
ン・上田記念国際記者賞受賞　
著書に『日米通貨交渉』『世界
経済大乱』『世界経済 チキンゲ
ームの罠』など
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た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
思
わ
ぬ
形
で
そ

の
希
望
が
か
な
っ
た
。
駐
米
日
本
大
使
館

の
公
使
と
し
て
、
大
場
財
務
官
と
米
財
務

省
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
内
海
孚
氏（
後

に
財
務
官
）か
ら
、
米
国
側
と
の
や
り
取

り
の
記
録（
応
接
禄
）の
提
供
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

応
接
禄
は
拙
著『
日
米
通
貨
交
渉
』で
も

紹
介
し
た
が
、内
海
氏
に
よ
れ
ば
、米
国
の

マ
ル
フ
ォ
ー
ド
財
務
次
官
補
は
実
際
の
介

入
戦
略
に
つ
い
て
、詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

①
ド
ル
の
上
昇
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
よ
う
な

介
入
。
②
ド
ル
が
強
く
な
っ
た
と
き
は
そ

れ
に
抵
抗
し
て
、
弱
く
な
っ
た
と
き
は
そ

れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
介
入
。
③
ド
ル

を
弱
く
す
る
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ

た
介
入
―
―
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
当
初
３

円
相
場
が
１
㌦
＝
80
円
を
戦
後
初
め
て
突

破
し
、
79
円
75
銭
の
最
高
値
を
つ
け
た
後

も
、
円
の
先
高
観
が
支
配
的
だ
っ
た
。
日

米
間
に
は
貿
易
摩
擦
が
あ
り
、
ク
リ
ン
ト

ン
政
権
は
円
高
・
ド
ル
安
路
線
と
の
思
い

込
み
が
強
か
っ
た
の
だ
。

実
は
同
年
１
月
に
就
任
し
た
ル
ー
ビ
ン

財
務
長
官
が「
強
い
ド
ル
は
米
国
の
国

益
」と
語
る
な
ど
、
米
政
府
の
方
針
は
大

き
く
転
換
し
て
い
た
。
だ
が
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
慣
性
の
法
則
に
支
配
さ
れ
る
。

市
場
参
加
者
の
間
で
は「
１
㌦
＝
50
円

の
到
来
」が
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ

た
。
し
か
し
当
時
の
大
蔵
省
の
介
入
担
当

者
は「
円
高
は
明
ら
か
に
オ
ー
バ
ー
シ
ュ

ー
ト（
行
き
過
ぎ
）」と
感
じ
て
い
た
。
ほ

か
で
も
な
い
。
１
㌦
＝
50
円
で
日
本
の
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）を
ド
ル
換
算

す
る
と
、
日
米
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
逆
転
し
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
判
断
か
ら
、
政
府
・
日
銀
は

あ
え
て
介
入
を
手
控
え
る
作
戦
に
で
た
。

円
売
り
介
入
を
実
施
し
た
の
は
同
年
４
月

18
日
ま
で
で
、
４
月
19
日
は
介
入
し
て
い

な
い
。
市
場
の
円
買
い
・
ド
ル
売
り
が
出

尽
く
す
の
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。

◆「
ミ
ス
タ
ー
円
」の
七
夕
介
入

満
を
持
し
て
円
売
り
介
入
の
反
転
攻
勢

に
出
た
の
は
、
ご
存
知
の
通
り（
と
ま
た

言
っ
て
し
ま
っ
た
）、
や
が
て
ミ
ス
タ
ー

円
の
異
名
を
と
る
榊
原
英
資
・
大
蔵
省
国

際
金
融
局
長（
後
に
財
務
官
）で
あ
る
。

日
米
が
同
時
に
利
下
げ
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

を
と
ら
え
て
、
日
米
協
調
の
円
売
り
・
ド

ル
買
い
介
入
に
打
っ
て
出
た
の
だ
。
７
月

７
日
の
七
夕
介
入
で
あ
る
。

介
入
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
は
、
金
融

政
策
と
連
動
し
た
協
調
介
入
。
そ
ん
な
セ

オ
リ
ー
を
地
で
行
く
展
開
だ
。
為
替
デ
ィ

ー
ラ
ー
の
集
ま
り
で「
夏
休
み
を
と
ら
れ

る
な
ら
携
帯
電
話
を
忘
れ
ず
に
」と
介
入

を
ほ
の
め
か
す
な
ど
、
榊
原
国
金
局
長
は

文
字
通
り
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
だ
っ
た
。
ミ

ス
タ
ー
円
の
ひ
と
言
で
、
為
替
相
場
が
大

き
く
動
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
メ

デ
ィ
ア
は
彼
の
一
挙
手
一
投
足
を
追
っ
た
。

人
様
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
。
円
高
是
正
が
だ
い
ぶ
進
ん
だ
96
年
11

月
の
こ
と
。「
僕
ら
は
こ
れ
以
上
、
円
安

誘
導
し
よ
う
な
ん
て
考
え
て
い
な
い
よ
」。

局
長
室
で
の
取
材
中
に
榊
原
氏
が
も
ら
し

た
ひ
と
言
を
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
発
言
に
円
相
場
は
た
ち
ま

ち
２
円
以
上
も
急
騰
し
た
。
大
き
く
値
が

飛
ぶ
為
替
の
ボ
ー
ド
を
み
て
、
口
先
介
入

の
威
力
に
感
じ
入
っ
た
も
の
だ
。

記
者
は
取
材
先
と
の
程
よ
い
距
離
が
大

切
。
そ
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
う
ね
り
を
目
に
す
る
と
、
つ
い
前
の

め
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
じ
こ
と
は
２

０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
経
験
し
た
が
、
紙

幅
が
尽
き
た
。
そ
れ
は
ま
た
の
機
会
に
。

日
程
度
の
間
に
、
総
額
40
億
㌦
程
度
の
介

入
を
行
っ
て
ド
ル
安
に
誘
導
し
、
そ
の
後

し
ば
ら
く
様
子
を
み
て
、
ド
ル
高
へ
の
戻

し
局
面
で
再
度
大
量
介
入
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。
そ
ん
な
考
え
が
共
有
さ
れ
た
と
、

近
藤
健
彦
副
財
務
官（
当
時
）は
い
う
。

◆
ル
ー
ブ
ル
？ 

ワ
シ
ン
ト
ン
？

ド
ル
高
是
正
を
狙
っ
た
プ
ラ
ザ
合
意
に

幕
が
引
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
見
解

が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
面
の
水

準
で
の
為
替
相
場
安
定
で
一
致
し
た
87
年

２
月
22
日
の
ル
ー
ブ
ル
合
意
を
挙
げ
る
向

き
も
あ
ろ
う
。
ル
ー
ブ
ル
宮
殿
で
開
か
れ

た
Ｇ
７
会
議
で
の
為
替
安
定
合
意
で
あ
る
。

だ
が
米
独
の
対
立
か
ら
こ
の
合
意
は
短

命
に
終
わ
り
、
87
年
10
月
19
日
の
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
ー（
米
国
発
の
世
界
同
時
株
安
）

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
。
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
当
時
ま
だ
生
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
記
者
た
ち
が
、
今
や
取

材
の
第
一
線
の
主
役
で
あ
る
。

も
う
少
し
話
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
く

な
ら
、
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
ド
ル
高
是
正

の
路
線
に
最
終
的
に
幕
が
引
か
れ
た
の

は
、
95
年
４
月
25
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

か
れ
た
Ｇ
７
会
議
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の

共
同
声
明
で
、
ド
ル
相
場
の
秩
序
あ
る
反

転
が
う
た
わ
れ
た
。
反
転
は「
リ
バ
ー
サ

ル
」で
あ
る
。

こ
の
声
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
は

反
応
薄
。
同
年
４
月
19
日
の
東
京
市
場
で

Ｇ５が開かれたニューヨークのプラザホテルの正面玄関に
は、プラザ合意を記念して５カ国の旗が飾られている
（1995年３月２日/共同通信社）
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伸
べ
て
く
れ
る
よ
う
な
優
し
さ
が
美
谷
島

さ
ん
に
は
あ
る
。
そ
し
て
関
わ
り
を
持
っ

た
誰
も
が「
事
故
の
記
憶
を
伝
え
続
け
る
」

責
任
の
一
端
を
担
う
の
だ
と
感
じ
る
。

群
馬
県
上
野
村
の
墜
落
現
場「
御
巣
鷹

の
尾
根
」に
初
め
て
登
っ
た
の
は
事
故
か

ら
丸
20
年
、
05
年
８
月
12
日
の
慰
霊
登
山

の
取
材
の
時
だ
。
花
束
を
手
に
し
た
遺
族

ら
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
尾
根
を
目
指
し

て
い
た
。
至
る
と
こ
ろ
に
立
つ
墓
標
に
言

葉
を
失
っ
た
。

乗
客
乗
員
５
２
４
人
の
う
ち
５
２
０
人

が
死
亡
。
死
者
数
は
単
独
事
故
で
は
世
界

の
航
空
史
上
最
悪
。奥
深
い
山
中
で「
死
の

重
さ
」が
の
し
か
か
っ
て
く
る
気
が
し
た
。

そ
の
後
、
長
ら
く
事
故
現
場
に
足
が
向

か
な
か
っ
た
。美
谷
島
さ
ん
か
ら
は
毎
年
、

連
絡
会
の
会
報「
お
す
た
か
」が
届
い
た
。

英
文
記
者
と
し
て
日
々
の
業
務
の
忙
し
さ

に
追
わ
れ
、
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
　

２
度
目
の
登
山
は
18
年
。
子
ど
も
向
け

に
企
画
さ
れ
た「
日
帰
り
御
巣
鷹
山
学
習

ツ
ア
ー
」に
同
行
し
た
。
そ
の
約
１
カ
月

前
に
、
美
谷
島
さ
ん
が
健
君
の
母
校
で
行

う
講
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
行
き
た
い

と
思
い
な
が
ら
、
記
事
に
で
き
る
か
は
自

信
が
な
か
っ
た
。

■「
怖
い
」か
ら「
優
し
い
」山
に

「
記
事
は
い
い
ん
で
す
。
聞
き
に
来
て

く
だ
さ
い
」。
美
谷
島
さ
ん
は
そ
う
言
っ

て
、
ツ
ア
ー
の
参
加
も
含
め
、
私
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
。

小
学
生
や
そ
の
保
護
者
ら
と
尾
根
に
登

っ
た
私
は
、
不
思
議
な
感
覚
に
襲
わ
れ
て

い
た
。
か
つ
て
は「
怖
い
」と
さ
え
感
じ

た
山
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
い
、
命
の

大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る「
優
し
い
山
」に

な
っ
て
い
た
。

突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
画
記
事

を
書
い
た
。
美
谷
島
さ
ん
に
伝
え
る
と
、

「
健
に
届
く
よ
う
な
文
面
で
す
」と
言
っ

て
く
れ
た
。

美
谷
島
さ
ん
の
講
演
を
聞
く
と
、
い
つ

も
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
。
健
君
は
大
阪
の
親
戚
に
会
う
た

め
に
羽
田
空
港
か
ら
一
人
で
飛
行
機
に

乗
り
、
事
故
に
遭
っ
た
。
夏
休
み
に
プ

ー
ル
で
25
㍍
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

ご
褒
美
の
冒
険
旅
行
の
は
ず
だ
っ
た
。

甲
子
園
観
戦
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
少

年
。
見
つ
か
っ
た
遺
体
は
右
手
と
胴
体

の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。

深
い
自
責
の
念
が
美
谷
島
さ
ん
を
苦

し
め
た
。「
健
ち
ゃ
ん
と
い
つ
も
一
緒
」

と
思
え
た
の
は
５
年
後
。
息
子
の
こ
と

を
、
子
ど
も
向
け
の
講
演
で
話
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
約
30
年
か
か
っ
た
。

「『
事
故
が
な
か
っ
た
ら
、
違
う
人
生

を
過
ご
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
ね
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
で
も
私
は

こ
の
人
生
し
か
な
い
し
、
健
と
歩
ん
で

い
く
」

18
年
に
取
材
し
た
と
き
の
美
谷
島
さ

ん
の
言
葉
だ
。
こ
の
覚
悟
が
生
ま
れ
る

ま
で
の
葛
藤
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
自

分
が
記
者
と
し
て
向
き
合
っ
て
い
る
も

の
の
重
さ
を
感
じ
る
。
私
な
り
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
前
に
進
ま
ね
ば
と

思
わ
せ
て
く
れ
る
言
葉
だ
。

（
た
な
か
・
み
や
　
２
０
０
１
年
入
社
　

国
際
局
海
外
部
で
英
文
記
者
）

次
号
は
田
中
さ
ん
と
ワ
シ
ン
ト
ン
特

派
員
の
時
期
が
重
な
っ
て
い
た
廣
田
孝

明
さ
ん（
北
海
道
新
聞
社
）に
バ
ト
ン

が
渡
り
ま
す
。

１
９
８
５
年
の
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜

落
事
故
の
遺
族
、
美み

谷や

島じ
ま

邦
子
さ
ん
と

の
出
会
い
は
２
０
０
５
年
に
さ
か
の
ぼ

る
。
遺
族
ら
で
つ
く
る「
８
・
12
連
絡

会
」の
事
務
局
長
で
も
あ
る
美
谷
島
さ

ん
を
前
に
し
た
私
は
、
当
時
入
社
５
年

目
。
先
輩
記
者
の
隣
で
緊
張
し
て
小
さ

く
な
っ
て
い
た
。

美
谷
島
さ
ん
は
、
今
で
も
私
に
と
っ

て
は
近
寄
り
が
た
い
存
在
だ
。
９
歳
の

息
子
の
健
君
を
事
故
で
亡
く
し
た
悲
し

み
を
胸
に
、
空
の
安
全
や
命
の
大
切
さ

を
訴
え
る
講
演
活
動
を
全
国
各
地
で
精

力
的
に
続
け
て
い
る
。
国
土
交
通
省
、

航
空
業
界
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
と
も
信

頼
関
係
を
築
き
、
他
の
事
故
や
災
害
の

遺
族
と
も
交
流
を
深
め
て
き
た
。
　

■
ど
ん
な
出
会
い
も
大
切
に

幾
重
も
の
つ
な
が
り
の
輪
の
中
心
に

美
谷
島
さ
ん
が
い
る
の
は
、
連
絡
会
の

「
顔
」を
長
年
務
め
て
き
た
か
ら
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
出

会
い
も
大
切
に
し
、
時
に
は
手
を
差
し

リレーエッセ ー

美
谷
島
邦
子
さ
ん 

日
航
機
墜
落
事
故
の
遺
族

「
健
と
歩
ん
で
い
く
」覚
悟
胸
に

田
中

　美
恭（
共
同
通
信
社
）

美谷島邦子さん（2018年７月/群馬
県上野村の慰霊の園にて/筆者撮影）
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『
比
翼
の
象
徴
　
明
仁
・
美
智
子
伝
』全

３
巻

井
上
　
亮（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

平
成
の
天
皇
・
皇
后
の
軌
跡
　

　
私
は「
象
徴
天
皇
」を
分
割
し
て
解
釈

し
て
い
る
。「
天
皇
」は
血
統
で
決
定
し

て
い
る
が
、「
象
徴
」で
あ
る
か
ど
う
か

は
自
明
で
は
な
い
。
人
々
が
そ
う
思
わ
な

け
れ
ば
象
徴
た
り
得
な
い
。
ま
さ
に
国
民

の
総
意
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
明
仁
天
皇
は
そ
れ
を
強
く
意
識
し
、
長

年
の
考
察
と
経
験
を
も
と
に
美
智
子
皇
后

と
両
輪
の「
象
徴
の
か
た
ち
」を
創
始
し

た
。天
皇
は
政
治
的
、経
済
的
な
活
動
は
で

き
な
い
。
な
し
得
る
の
は「
精
神
的
な
支

援
」で
あ
る
。「
両
陛
下
訪
問
後
、
見
え

る
風
景
が
変
わ

っ
た
」と
い
う

被
災
地
の
言
葉

が
心
に
残
る
。

�『
日
本
財
団
は
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い

る
の
か
　
第
九
巻 

平
和
の
希
求
』

鳥
海
　
美
朗（
産
経
新
聞
出
身
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
焦
点
　

　
日
本
財
団
の
事
績
を
追
跡
す
る
シ
リ
ー

ズ
本
の
第
九
巻
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
生
じ
た
多
数
の
避

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

刑 務所視察／マイBOOK

岩波書店�上・中巻は各
3,520円、下巻は3,960円

難
民
支
援
と
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ

て
国
情
が
一
変
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
救
済

に
腐
心
す
る
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
真
っ
先
に
繰
り
広
げ
た
の

が
、
障
害
者
を
救
出
し
安
全
な
場
所
に
移

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
政
治
的
に
は
中
立
の

立
場
に
立
ち
、

人
道
支
援
に
徹

す
る
日
本
財
団

の
姿
勢
を
象
徴

す
る
事
例
だ
。

�『
ゾ
ル
ゲ
事
件
80
年
目
の
真
実
』

名
越
　
健
郎（
時
事
通
信
出
身
）

公
開
資
料
基
に
ス
パ
イ
活
動
分
析
　

　
旧
ソ
連
の
大
物
ス
パ
イ
、リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ゾ
ル
ゲ
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
情
報
が

出
尽
く
し
た
が
、
ロ
シ
ア
で
は
今
世
紀
に

な
っ
て
情
報
公
開
が
進
ん
だ
。
ゾ
ル
ゲ
が

送
っ
た
電
報
や
書
簡
類
が
公
開
さ
れ
、
全

容
判
明
を
受
け
て
、
ゾ
ル
ゲ
の
ス
パ
イ
活

動
を
再
構
成
し
て
み
た
。
独
ソ
開
戦
や
日

本
の
南
進
に
関
す
る
通
報
に
加
え
、
プ
ー

チ
ン
体
制
下
で
英
雄
と
し
て
神
格
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
上
海
で
の
知
ら
れ
ざ
る
諜

報
活
動
、
機
関
摘
発
後
の
混
乱
を
取
り
上

げ
た
。
若
い
記

者
に
は
ゾ
ル
ゲ

事
件
を
ぜ
ひ
知

っ
て
も
ら
い
た

い
。

工作舎
2,200円

文藝春秋
1,210円

に
対
し
て
、
職
員
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
べ
き
だ
っ
た
か
、
映
像
を
見
な
が
ら

事
後
指
導
し
て
る
と
い
う
。

ま
た
、
受
刑
者
の
特
性
に
応
じ
た
処
遇

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
の
一

因
に
あ
る
と
い
う
反
省
か
ら
、
三
つ
の
ユ

ニ
ッ
ト
に
分
け
た
処
遇
を
導
入
。高
齢
者
、

発
達
に
課
題
を
有
す
る
者
、
薬
物
依
存
の

者
と
、
特
性
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
少

人
数
で
実
施
す
る
。
高
齢
者
の
ユ
ニ
ッ
ト

（
写
真
）で
は
、
受
刑
者
が
機
能
向
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
折
り
紙
の
作
品
を

黙
々
と
作
っ
て
い
た
。
薬
物
依
存
の
ユ
ニ

ッ
ト
で
は
、
車
座
に
な
っ
た
受
刑
者
が

「
１
０
０
万
円
あ
っ
た
ら
ど
う
使
う
？
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
様
子
が
見
ら

れ
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
処
遇
の
導
入
後
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
少
な
い
こ
と

で
認
知
症
が
急
速
に
進
む
状
況
や
、
発
達

上
の
特
性
が
あ
る
受
刑
者
が
他
者
と
衝
突

し
て
規
律
違
反
を
繰
り
返
す
状
況
が
改
善

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

ユ
ニ
ッ
ト
に
所
属
す
る
受
刑
者
は
全
体

の
う
ち
少
数
に
と
ど
ま
る
が
、
吉
弘
基
成

所
長
は「
拘
禁
刑
の
導
入
に
向
け
て
、
一

つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
う
る
」と
強

調
す
る
。「
懲
ら
し
め
」か
ら「
立
ち
直
り

支
援
」へ
。
刑
務
所
は
生
ま
れ
変
わ
れ
る

の
か
。
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

中
日
新
聞
社
教
育
報
道
部
　
芳
賀
　
美
幸

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
同
罪
で
す
」。
名
古

屋
刑
務
所
の
職
員
棟
か
ら
受
刑
者
が
い
る

棟
に
移
動
す
る
と
き
に
、
不
祥
事
防
止
を

呼
び
か
け
る
標
語
が
目
に
入
っ
た
。
職
員

に
よ
る
受
刑
者
へ
の
暴
行
が
問
題
と
な
っ

た
名
古
屋
刑
務
所
に
11
月
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
視
察
で
訪
れ
た
。
犯
罪
傾
向
が
進

ん
だ
刑
期
10
年
未
満
の
受
刑
者
を
収
容
す

る
同
所
は
、
現
在
７
０
０
人
が
受
刑
生
活

を
送
る
。罪
名
は
窃
盗
や
詐
欺
の
財
産
犯
、

薬
物
犯
が
７
割
を
占
め
、
平
均
入
所
回
数

は
４
回
と
な
っ
て
い
る
。

問
題
発
覚
後
、
再
発
防
止
の
一
環
と
し

て
、
処
遇
が
難
し
い
受
刑
者
が
い
る
棟
で

は
、職
員
が
装
着
型
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
。

職
員
の
指
示
に
対
し
て
受
刑
者
が「
お
前

ら
の
指
示
は
聞
か
な
い
」と
抵
抗
し
、
職

員
が「
調
子
に
乗
る
の
も
た
い
が
い
に
し

ろ
」と
声
を
荒
げ
る
。
そ
ん
な
や
り
取
り

名古屋刑務所 視察
ユニットごとの処遇見学

11月１日／参加者22人
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Ｉ
Ｔ
編
④

日
経
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
実

践
例11

・
９
／
講
師
：
並
木
亮 

日
本
経
済
新
聞
社
　

編
集
先
端
ビ
ジ
ュ
ア
ル
セ
ン
タ
ー 

戦
略
コ
ン

テ
ン
ツ
グ
ル
ー
プ
記
者
／
出
席
：
会
場
10
人
、

ウ
ェ
ブ
23
人

■
地
震
可
視
化
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

並
木
さ
ん
は
、
関
東
大
震
災
以
降
に
起

き
た
地
震
を
３
Ｄ
で
可
視
化
し
た「
地
図

で
み
る『
地
震
列
島
』日
本
」を
制
作
し

た
。主
に
気
象
庁
の
公
開
デ
ー
タ
を
使
用
。

今
後
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
更
新
型
の

コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
処
理

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
と
説
明
。

だ
が
、
複
数
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
組
み
合

わ
せ
た
た
め
デ
ー
タ
処
理
が
複
雑
だ
っ

た
。「
同
じ
作
業
を
別
の
人
が
や
る
の
は

か
な
り
大
変
。
処
理
の
過
程
を
文
書
と
し

て
残
し
、
そ
れ
に
紐
づ
く
形
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
残
し
た
こ
と
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
」

だ
と
話
し
た
。

ま
た
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
の
地
図
デ
ー
タ
の

分
析
に
つ
い
て
、Python

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ

「GeoPandas

」を
紹
介
し
た
。 （
事
務
局
）

土
曜
記
者
ゼ
ミ

■
会
議
報
告

●
第
４
５
８
回
会
報
委
員
会

�

（
11
・
６
　
大
会
議
室
）

12
月
号
の
編
集
と
来
年
３
月
号
に
掲
載

す
る「
３
・
11
企
画
」を
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
志
賀
、
森
、
佐
藤
、

萩
原
、
勝
田
、
稲
澤
、
倉
重
、
二
村
の
各

委
員
。

●
第
５
５
５
回
企
画
委
員
会

�

（
11
・
12
　
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

来
年
５
月
の
総
会
記
念
講
演
会
の
講

師
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
議
論

し
た
。
来
年
の
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
問
題
作

成
の
担
当
分
野
も
決
め
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
行
方
、
井
田
、
西

山
、
橋
本
、
猪
熊
、
大
内
、
菅
野
、
辻
本
、

高
橋
、
乾
、
加
納
、
森
田
、
杉
田
、
小
林
、

森
、
早
川
、
山
口（
哲
）、
山
下
、
出
川
、

川
戸
、
播
摩
、
小
栗
、
石
原
、
倉
澤
の
各

委
員
。

●
第
５
６
７
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
11
・
13
　
小
会
議
室
）

12
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
滝
鼻
委
員
長
、
佐
々
木
、
山
本
、

高
橋
、
居
石
、
山
口
、
中
村
、
森
安
、
武

井
の
各
委
員
。

●
第
７
１
８
回
理
事
会

�

（
11
・
13
　
10
階
ホ
ー
ル
）

①
２
０
２
４
年
度
上
期
の
事
業
報
告
②

同
期
の
決
算
③
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正

及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る
事
務
処
理
規

会議報告／記者ゼ ミ

定
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

出
席
　
前
田
理
事
長
、
沢
井
副
理
事
長
、

江
木
専
務
理
事
、
滝
鼻
、
藤
井
、
榊
原
、

窪
田
、
鎌
田
、
齋
田
、
吉
原
、
曽
山
、
米

田
、
伊
佐
治
、
内
藤
、
小
林
、
瀬
尾
、
神

田
の
各
理
事
、
山
口
監
事
。

会報
委員から

朝
晩
の
冷
え
込
み
が

一
段
と
厳
し
く
感
じ
ら

れ
る
季
節
。
仕
事
帰
り

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お

供
に
は
、
冷
た
い
ビ
ー

ル
よ
り
も
、
日
本
酒
を

薦
め
た
い
。「
熱
か
ん
」を
喉
に
通
せ

知
ら
れ
る
曙
酒
造
、「
學
十
郎
」を
造

る
豊
國
酒
造
の
三
つ
の
蔵
元
が
あ
る
。

会
津
の
酒
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
る
酒

販
店
や
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
酒
を

味
わ
え
る
日
本
酒
バ
ー
も
あ
っ
た
。

町
の
先
輩
方
に
指
導
を
仰
ぎ
、
ラ
ベ

ル
に
書
か
れ
た
純
米
吟
醸
酒
、
本
醸
造

の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

筆
者
が
日
本
酒
の
味
を
知
っ
た
の
は

２
０
１
４
年
、
福
島
県
会
津
坂
下
町
に

拠
点
を
置
く
支
局
に
赴
任
し
て
か
ら

だ
。
町
内
に
は
、
首
都
圏
で
も
人
気
の

高
い「
飛ひ

露ろ

喜き

」を
製
造
す
る
廣
木
酒

造
本
店
、「
天
明
」や「
一
生
青
春
」で

化
す
る
。
地
域
性
や
各
蔵
元
の
個
性
な

ど
も
あ
り
、
奥
が
深
い
。
酒
席
が
増
え

る
季
節
。
福
島
県
産
の
日
本
酒
を
見
か

け
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
ほ
し

い
。福

島
民
報
社
東
京
支
社
報
道
部
編
集
主
任

佐
藤
　
庄
太

ば
、
冷
え
た
体
を
芯
か
ら
温
め
て
く

れ
る
。

福
島
県
は
近
年
、
全
国
有
数
の
酒

ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
福
島
県
の
日
本
酒
は
全
国
新

酒
鑑
評
会
で
２
０
１
２
酒
造
年
度
か

ら
２
０
２
１
酒
造
年
度
ま
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
金
賞
を
選
ば
な
か
っ
た
２
０
１
９

酒
造
年
度
を
挟
み
、
都
道
府
県
別
の

金
賞
受
賞
数
で
９
回
連
続
日
本
一
に

輝
い
た
。
２
０
２
２
酒
造
年
度
は
５

番
目
、
２
０
２
３
酒
造
年
度
は
兵
庫

県（
19
銘
柄
）に
次
ぐ
２
番
目（
18
銘

柄
）の
多
さ
で
、
酒
造
り
の
技
術
力

酒
な
ど
の
意
味
を
覚
え
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。「
純
米
」と
書
か
れ
て
い

れ
ば
原
料
に
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
個
人
的
に
は
純
米

酒
は
飲
み
口
が
良
く
、
二
日
酔
い
に

な
り
に
く
か
っ
た
。次
は
精
米
歩
合
。

米
の
表
層
部
分
を
削
っ
て
残
っ
た
米

の
割
合
を
示
す
値
で
、
60
％
以
下
は

吟
醸
、
50
％
以
下
で
大
吟
醸
と
表
示

で
き
る
。
た
だ
、
蔵
元
に
よ
っ
て
は

50
％
で
も
あ
え
て
吟
醸
と
名
付
け
る

場
合
も
あ
り
、
蔵
元
の
こ
だ
わ
り
が

見
え
て
く
る
。

原
料
に
使
う
米
の
種
類
や
製
造
方

法
に
よ
っ
て
も
、
辛
さ
や
甘
さ
は
変

日本酒のススメ
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：１２６社　⃝基本会員：７１１人　⃝個人会員：1,012人
⃝法人・個人賛助会員：５３社・１１２人　⃝特別賛助会員：９９人
⃝名誉・功労会員：１２人　⃝学生会員：７７人 計１７９社・２,０２３人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 荒川　康一　稲澤　裕子　勝田　洋人 

倉重　篤郎　古賀　靖典　佐藤　庄太 
志賀　英樹　二村　　伸　萩原　　豊 
森　一徳

（事務局 :本庄五月　西村志織）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　十二月お献立（12/27まで）
　先付前菜：市田柿柚べし、海老手毬寿し、雪
輪レンコン津軽漬など　馬上杯：いくら醤油お
ろし 柚子　椀盛り：雲子豆腐 梅麩など　造り：
鮃薄造り　焼き物：銀鱈西京焼き　炊き合わせ：
京芋、鴨、梅人参など　食事：梅しそそば　デ
ザート：おしるこ（５，５００円） （板長：薫田勝）

洋食　季節のおすすめコース（12/27まで）
　ズワイ蟹とクスクスのサラダ ガトー仕立て、
ほうれん草のポタージュ、シチュードビーフ 温
野菜添え、苺のムースケーキ、コーヒーまたは
紅茶、パンとバター（４，４００円）。ランチ、ディ
ナーともに９階レストランでもご提供します。
 （シェフ：佐藤和治）

新しい個人Ｄ会員

　テレビ報道の仕事を中心に４７年余。メデ
ィア環境の激変のなか、この仕事に卒業は
ないので現場でまたお目にかかりましょう。

金
かね

平
ひら

　茂
しげ

紀
のり
１９７７年東京放送（現ＴＢＳ）入社。モ
スクワ支局長、ワシントン支局長、「筑
紫哲也ＮＥＷＳ２３」編集長、報道局長、
「報道特集」キャスターなどを歴任。

今後の行事予定（１２／２現在）

２４㊋ １４：００ ～ １５：００　１０階ホール
ノーベル平和賞受賞 日本原水爆被害者団体協議会 会見

１月
２１㊋

１３：００ ～ １４：３０　９階会見場
「２０２５年経済見通し」①
河野龍太郎 ＢＮＰパリバ証券チーフエコノミスト

　年末年始の会合にお使いいただける宴会プラ
ンを用意しました。生ハムのシーザーサラダ、
チキンカツレツ、白身魚のポワレなど９品をご
提供します。お一人３，３００円（税込み）です。５５０
円の追加でアラスカ特製野菜カレー（ライス
付）、１，４３０円の追加で飲み放題（２時間）をお付
けできます。別途、部屋代がかかります。予約、
お問い合せは０３－３５０３－２７２４まで。

忘年会・新年会 宴会プラン １月３１日まで

　レストラン、ラウンジの年内営業は１２月２７日
（金）までです。事務局も２８日（土）から１月５日
（日）まで閉室します。新年は１月６日（月）から
事務局、ラウンジ、レストランともに平常通り
オープンします。

年末年始 閉室のお知らせ

　新年互礼会員懇親会を１月２４日（金）午後６時
から１０階ホールで開催します。当日は「２０２４年
予想アンケート」の結果発表ならびに最高得点
者の表彰が行われます。また、会場では「２０２５
年予想アンケート」も投票できます。ふるって
ご参加ください。

新年互礼会 １月２４日午後６時から

　確定申告のために会費の領収書が必要な方
は、会員事務担当の杉本（電話０３－３５０３－２７２７）へ
ご連絡ください。領収書は、引落しごとに発行、
１月または１２月に１年分をまとめて発行をお選
びいただけます。

会費の領収書をお送りします

日本記者クラブ賞・同特別賞の推薦を
　日本記者クラブ賞・同特別賞の募集が始まり
ました。締め切りは１月３１日（金）です。
■日本記者クラブ賞
　取材、報道、評論活動などを通じて、ジャー
ナリストとして顕著な業績をあげ、ジャーナリ
ズムの信用と権威を高めた個人を顕彰します。
会員または法人会員社に属する現役ジャーナリ
スト個人を対象に、個別のスクープではなく、
最近数年間の業績が顕著であることを重視して
選考します。クラブ会員であれば推薦できます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　原則として会員以外のジャーナリズム活動を
顕彰しますが、会員社の取材班・番組班などチ
ームの業績も対象となります。また外国人や故
人も対象です。クラブ会員だけでなく日本新聞
協会あるいは日本民間放送連盟の加盟社に属す
る方であればどなたでも推薦できます。

◇
　両賞とも、日本記者クラブのウェブサイトに
ある応募フォームに必要事項を入力のうえ、参
考資料を事務局に提出してください。ｈｔｔｐｓ://
ｗｗｗ.ｊｎｐｃ.ｏｒ.ｊｐ/ａｗａｒｄ２０２５
　詳細は事務局の杉本（０３－３５０３－２７２７）へお問
い合わせください。

■訂正して、おわびします
　１１月号１４ページ「書いた話書かなかった話」で

「当時の課長は大森義夫氏（のちの警察庁長官）」
とあるのは、「（のちの内閣情報調査室長）」の誤
りでした。

■訃報
　高尾義彦さん（毎日新聞出身、７９歳）が１１月１２
日に死去されました。ご冥福をお祈りいたしま
す。

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.jnpc.or.jp/award2025
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撮影：片
かた

岡
おか

　航
こう

希
き

（読売新聞東京本社写真部）

米大リーグ。今季５０号となる２ランを放ち、鳴りやまない拍手に応えるドジャースの大谷翔平選手＝９月１９日、米マイアミ

写 真 回 廊

　
米
大
リ
ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
９
月
１９
日
、
マ
イ

ア
ミ
で
の
マ
ー
リ
ン
ズ
戦
で
、
大
リ
ー
グ
史
上
初
め
て
の「
５０
本
塁
打
、

５０
盗
塁
」を
達
成
し
た
と
き
の
ひ
と
コ
マ
だ
。

　
私
が
着
目
し
た
の
は
写
真
の
左
側
。「I SK

IPPED
 M

A
T

H
 T

O
 

W
A

T
CH

 H
IST

O
RY

! O
H

T
A

N
I 

５０
／
５０
」（
私
は
、
大
谷
の
５０
・

５０
と
い
う「
歴
史
」を
目
撃
す
る
た
め
に「
数
学
」の
授
業
を
さ
ぼ
り
ま

し
た
！
）と
書
い
た
紙
を
掲
げ
て
い
る
フ
ァ
ン
の
表
情
で
あ
る
。
大
谷

選
手
に
憧
れ
た
子
ど
も
は
、
午
後
の
数
学
の
授
業
を
抜
け
出
し
、
球
場

に
駆
け
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
と
も
賢
い
選
択
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
眼
差
し
を
見
て
胸
が
熱
く
な
っ
た
。小
学
校
か
ら
高
校
に
か
け
、

３
人
の
人
物
に
憧
れ
た
経
験
が
甦

よ
み
が
えっ

た
か
ら
だ
。
小
学
校
４
年
ま
で
は

徳
之
島
出
身
の
朝
潮
太
郎（
高
砂
部
屋
）に
憧
れ
、
相
撲
取
り
を
目
指

し
た
。
高
砂
部
屋
の
近
く
に
住
む
叔
母
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場

で
投
げ
飛
ば
さ
れ「
無
理
ね
」と
引
導
を
渡
さ
れ
た
。

　
次
は
西
鉄
の
中
西
太
に
憧
れ
、
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
た
。
小
学

校
６
年
の
卒
業
文
集
に
は
具
体
的
に「
近
鉄
の
１
塁
手
に
な
る
」と
綴つ

づ

っ
た
。
西
鉄
や
巨
人
は
大
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
弱
小
球
団
近

鉄
の
１
塁
手
な
ら
、
と
い
う
打
算
が
働
い
た
の
だ
。

　
田
園
地
帯
の
中
学
校
の
野
球
部
に
入
部
。
２
年
の
秋
の
新
人
戦
か
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
町
の
学
校
か
ら
や
っ
て
来
た
Ｔ
先
生
が
監
督

に
就
く
と
、
管
理
野
球
に
変
わ
っ
た
。
私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
、
捕
手
か

ら
、
２
塁
手
、
セ
ン
タ
ー
へ
と
一
直
線
に
格
下
げ
と
な
り
、
と
て
も
プ

ロ
野
球
は
無
理
だ
と
、
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　
高
校
時
代
、
憧
れ
た
の
が
朝
日
新
聞
の
本
多
勝
一
記
者
。
記
者
へ
の

夢
は
持
ち
続
け
た
。
大
学
３
年
。
地
元
の
朝
日
新
聞
通
信
局
の
Ｔ
記
者

に
相
談
し
た
。
作
文
の
添
削
ま
で
し
て
く
れ
、
何
と
か
記
者
に
な
れ
た

の
だ
。「
賢
い
選
択
」に
導
い
て
く
れ
た
叔
母
、
Ｔ
監
督
、
Ｔ
記
者
に

感
謝
し
続
け
て
い
る
。

 

（
日
本
経
済
新
聞
出
身
　
足
立
則
夫
）

数
学
よ
り
歴
史
の
授
業


